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第13回　もりやアヤメ祭り

　アヤメや花菖
しょう

蒲
ぶ

が咲き誇る四季の里公園で、もりや
アヤメ祭りが開催された（６／12）。
　会場では、守谷音頭やオカリナ演奏、ＴＸキャラク
ター「スピーフィ」との記念写真など、大人から子ど
もまで楽しめるイベントが催された。
　また、市防犯連絡員協議会、セーフティ・マイ・タ
ウンチームと、市内の防犯協力団体による防犯キャン
ペーンも実施され、来場者にまちの安全を呼び掛けた。



脱
線
事
故
を
想
定
し
た
総
合
復
旧
訓
練
を
実
施
！ 

●問合先　市役所都市計画課 内線241●TX開業まで約40日
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スピーフィ

夏
の
オ
フ
ィ
ス
の
軽
装
☆
革
命

　

夏
は
、
家
庭
で
も
オ
フ
ィ
ス
で
も
、
つ
い
つ
い
冷
房
に
頼
り
が
ち
。

で
も
、
ひ
ん
や
り
す
る
く
ら
い
冷
房
を
効
か
せ
、
上
着
を
着
て
い
る

の
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
無
駄
づ
か
い
で
す
。
地
球
温
暖
化
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
今
、
一
人
ひ
と
り
の
省
エ
ネ
実
践
が
大
切
で
す
。

　

今
年
は
オ
フ
ィ
ス
で
も
、
一
歩
進
ん
だ
省
エ
ネ
を
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
？ 

夏
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
量
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
季
節
で
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
心
掛
け
が
、
大
き
な
省
エ
ネ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

冷
房
は
室
温
28
℃
を
目
安
に

　

暑
い
と
頼
り
が
ち
な
エ
ア
コ

ン
。
28
℃
で
は
少
し
暑
い
と
感

じ
る
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
上
着
を
脱
い
で
、
ネ
ク

タ
イ
を
外
せ
ば
、
体
感
温
度
は

約
２
℃
下
が
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
オ
フ
ィ
ス
の
室

温
を
26
℃
か
ら
28
℃
に
す
る
と
、

冷
房
の
消
費
電
力
量
の
内
、
約

17
％
の
省
エ
ネ
効
果
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

夏
の
軽
装
を
推
進
し
よ
う
！

　

最
近
、
オ
フ
ィ
ス
で
快
適
に

働
け
る
よ
う
、
軽
装
を
奨
励
し
、

冷
房
の
設
定
温
度
を
調
整
す
る

な
ど
、
夏
の
省
エ
ネ
を
進
め
て

い
る
企
業
が
増
え
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
３
年
間
で
電
力
や

ガ
ス
の
消
費
量
が
約
20
％
減
少

し
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

 

（
財
）省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ

る
と
、
夏
の
軽
装
に
つ
い
て
、

「
奨
励
し
て
い
る
」「
奨
励
予
定
」

と
答
え
た
企
業
は
51
・
３
％
で
、

半
数
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
も
、
６
月
か
ら
ク
ー

ル
・
ビ
ズ（
環
境
省
が
今
年
４
月

に
発
表
し
た
夏
の
新
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
ス
タ
イ
ル
）
運
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
28
℃
の
室
温
で
も

涼
し
く
効
率
的
に
働
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
・

ノ
ー
上
着
な
ど
「
夏
の
軽
装
」

を
推
進
し
、
地
球
温
暖
化
防
止

対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

働
く
人
も
気
持
ち
よ
く
、
地

球
に
も
や
さ
し
い
、
夏
の
オ
フ
ィ

ス
の
軽
装
革
命
。
こ
の
夏
、
皆

さ
ん
の
オ
フ
ィ
ス
で
も
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

▼
問
合
先　

市
役
所
生
活
環
境

課　

内
線
１
４
５

　

７
月
１
日
、
鉄
道
脱
線
事
故
を
想
定
し
た
大
掛
か
り
な
総
合
復

旧
訓
練
が
、
Ｔ
Ｘ
総
合
基
地
で
行
わ
れ
た
。
訓
練
に
は
、
首
都
圏

新
都
市
鉄
道（
株
）社
員
や
常
総
広
域
消
防
本
部
、
県
警
本
部
署
員

ら
約
３
０
０
人
が
参
加
。
秋
葉
原
を
午
後
０
時
30
分
に
出
発
し
た
快

速
つ
く
ば
行
き
が
、
守
谷
市
大
柏
地
区
付
近
で
異
常
を
発
生
し
、
１

両
目
が
脱
線
、
乗
客
多
数
が
負
傷
し
た
と
い
う
想
定
で
始
ま
っ
た
。

　

訓
練
は
、
乗
客
の
救
出
・
非
難
誘
導
、
脱
線
し
た
車
両
の
復
旧
、

切
断
さ
れ
た
架
線
や
線
路
の
復
旧
作
業
な
ど
、
様
々
な
復
旧
訓
練
が

行
わ
れ
た
。
今
回
の
訓
練
は
、
復
旧
作
業
の
迅
速
化
と
各
関
係
機
関

と
の
万
全
な
体
制
づ
く
り
を
目

的
と
し
て
お
り
、
万
一
の
大
事

故
に
備
え
緊
迫
し
た
訓
練
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
。

脱
線
事
故
を
想
定
し
た
総
合
復
旧
訓
練
を
実
施
！ 

　６月30日、首都圏新都市鉄道㈱は、８月24日に開業するTXの

時刻表を発表しました。

　時刻表の詳細は、守谷市又は首都圏新都市鉄道㈱のホームペ

ージをご覧ください。

　●市 http://www.city.moriya.ibaraki.jp
　●首都圏新都市鉄道㈱ http://www.mir.co.jp/
　※市役所都市計画課にて、閲覧もできます

守谷駅・秋葉原駅間は最高速で32分

TX時刻表が発表!!

▲負傷した乗客を車内から救出する消防署員

▲脱線復旧訓練
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○福
医
療
福
祉
費

支
給
制
度

　

○福
医
療
福
祉
費
支
給
制
度
に

は
、
県
と
市
で
助
成
す
る
も
の

と
、
さ
ら
に
市
が
独
自
で
助
成

す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
先　

市
役
所
国
保
年
金

課
医
療
福
祉
Ｇ  

内
線
１
０
５
・

１
０
６

■
県
と
市
で
助
成　

健
康
保
険

な
ど
を
使
っ
て
受
診
し
た
と
き

に
掛
か
る
費
用
の
一
部
を
、
県

と
市
が
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象　

市
内
在
住
の
各
種
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
で
、

①
〜
⑤
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方（
所
得
要
件
あ
り
） 

①
１

歳
未
満
の
乳
児
②
１
歳
以
上
３

歳
未
満
の
幼
児
③
配
偶
者
の
い

な
い
方
で
、
18
歳
未
満
の
子
を

養
育
し
て
い
る
方
と
そ
の
子
④

心
身
に
障
害
の
あ
る
方
（
障
害

の
程
度
に
よ
る
）
⑤
妊
産
婦

▼
助
成
内
容　

本
人
が
支
払
う

べ
き
外
来
自
己
負
担
金
（
重
度

障
害
者
は
除
く
）
を
除
く
一
部

負
担
金
を
助
成
※
妊
産
婦
の
方

は
、
一
部
負
担
金
を
立
て
替
え

払
い
し
て
も
ら
い
、
後
で
償
還

払
い

■
市
が
独
自
で
助
成　

医
療
費

負
担
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
、
さ

ら
に
市
が
独
自
で
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。

▼
助
成
内
容　

県
と
市
で
助
成

す
る
○福
制
度
の
受
給
者
が
、
受

診
時
に
支
払
っ
た
外
来
自
己
負

担
額（
１
回
５
０
０
円
※
月
２
回

ま
で
）を
助
成
／
３
歳
児（
３
歳

以
上
４
歳
未
満
）
が
、
健
康
保

険
を
使
っ
て
受
診
し
た
と
き
に

掛
か
る
一
部
負
担
金
を
助
成

忘
れ
な
い
で
申
請
を
！

特
別
児
童
扶
養
手
当　

　

病
気
や
事
故
な
ど
で
身
体
・

精
神
に
障
害
の
あ
る
児
童
を
家

庭
で
養
育
し
て
い
る
方
に
、
特
別

児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

既
に
受
給
し
て
い
る
方
は
、８

月
に
現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
提
出
し
な
い
と
、
８
月
か

ら
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
前
年
の
所
得
（
表
１

参
照
）
に
よ
り
、
支
給
さ
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
児
童

　

 

20
歳
未
満
で
、
次
の
要
件
に

該
当
す
る
児
童

①
１
級

● 

身
体
障
害
者
手
帳
の
判
定
が

概お
お
むね
１
・
２
級
（
内
部
的
疾

患
含
む
）
程
度
に
該
当

● 
療
育
手
帳
の
総
合
判
定
が
Ⓐ
・

　

 

Ａ
程
度
の
知
的
障
害
で
あ
る

場
合
、
又
は
同
程
度
の
精
神

障
害
が
あ
る
場
合

②
２
級

● 

身
体
障
害
者
手
帳
の
判
定
が

概
ね
３
級
（
内
部
的
疾
患
を

含
む
）
程
度
に
該
当

● 

療
育
手
帳
の
総
合
判
定
が
Ｂ

程
度
の
知
的
障
害
で
あ
る
場

合
、
又
は
同
程
度
の
精
神
障

害
が
あ
る
場
合

※
次
の
方
は
除
く

● 

児
童
及
び
父
、
母
又
は
養
育

者
が
国
内
に
住
ん
で
い
な
い

● 

児
童
が
障
害
に
よ
る
公
的
年

金
を
受
給
で
き
る

● 

児
童
が
児
童
福
祉
施
設
（
保

育
所
・
通
園
施
設
・
肢し

体た
い

不

自
由
児
施
設
へ
の
短
期
入
所

を
除
く
）
に
入
所
し
て
い
る

▼
手
当
額（
児
童
１
人
当
た
り
）

①
月
額　

５
万
９
０
０
円

②
月
額　

３
万
３
９
０
０
円

▼ 
問
合
先　

市
役
所
社
会
福
祉

　

課
障
害
福
祉
Ｇ   

内
線
１
６
３

広報もりや2005.7.10

　

６
月
16
日
付
け
で
、
市
教
育

委
員
会
教
育
長
に
北
村
裕
信
氏

（
元
守
谷
中
学
校
校
長
）
が
就

任
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
付
で
教
育
委
員

長
に
鮎あ

ゆ

川か
わ

清き
よ

勝か
つ

氏
、
教
育
委
員

に
髙た

か

山や
ま

博ひ
ろ
し

氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

北
村
教
育
長
は
、
こ
れ
ま
で

藤
代
南
中
、
守
谷
中
の
校
長
な

ど
を
歴
任
さ
れ
、
こ
れ
ら
教
育

現
場
で
の
豊
富
な
経
験
を
生
か

し
、
こ
れ
か
ら
４
年
間
、
市
の

教
育
の
充
実
、
発
展
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

●北村教育長
昭和21年4月8日生

（59歳）

●髙山教育委員
昭和18年5月27日生

（62歳）

教
育
長
に
北き

た

村む
ら

裕ひ
ろ

信の
ぶ

氏
就
任

扶養人数 本人の所得額 配偶者及び扶養
義務者の所得額

０人 4,596 6,287
１人  4,976 6,536
２人  5,356  6,749
３人  5,736  6,962
４人  6,116  7,175
５人  6,496  7,388

表1  特別児童扶養手当所得制限額

※平成17年7月現在。8月以降変更になる場合もあります

●鮎川教育委員長
昭和11年1月26日生

（69歳）

（単位：千円）



お知らせ

4広報もりや2005.7.10

「
ひ
が
し
野
」
宅
地
販
売

　

昨
年
５
月
か
ら「
ひ
が
し
野
」

で
１
１
７
宅
地
の
販
売
を
開
始

し
た
と
こ
ろ
、
残
す
と
こ
ろ
約

20
宅
地
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

度
、
新
た
に
14
宅
地
を
販
売
し

ま
す
。

▼
所
在　

守
谷
市
ひ
が
し
野
三

丁
目
の
14
区
画
※
応
募
多
数
の

場
合
抽
選
▼
面
積　

１
６
９
・

59
㎡（
約
51・３
坪
）〜
２
１
５
・

64
㎡
（
約
65
・
23
坪
）
▼
価
格

１
８
０
０
万
円
台
〜
２
７
０
０

万
円
台
▼
申
込
期
間　

７
月
11

日（
月
）〜
29
日（
金
）
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
※
土
・
日

曜
日
及
び
祝
日
除
く

※
抽
選
日
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
16.ocn.ne.jp/̃

m
.kousya/

）
を
ご
参
照
く
だ

さ
い

▼
問
合
先　

市
土
地
開
発
公
社

保
留
地
販
売
事
務
所　

守
谷
市

ひ
が
し
野
１
―
18
―
４　

☎
46

―
３
４
４
６

路
線
価
図
を
公
表

　

平
成
17
年
分
の
相
続
税
や
贈

与
税
の
土
地
な
ど
の
評
価
額
の

基
準
と
な
る
路
線
価
及
び
評
価

倍
率
が
、
８
月
１
日（
月
）か
ら

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.nta.go.jp

）に
掲
載
さ
れ

る
ほ
か
、
全
国
の
国
税
局
・
税

務
署
で
公
表
さ
れ
ま
す
。

　

竜
ヶ
崎
税
務
署
で
は
、
関
東

信
越
国
税
局
管
内
の
路
線
価
図

な
ど
が
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
公
表
直
後
は
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先　

竜
ヶ
崎
税
務
署
資

産
税
部
門　

☎
０
２
９
７
―
60

―
２
０
５
３

不
動
産
取
得
税
っ
て
何
？

　

不
動
産
取
得
税
は
、
不
動
産

（
土
地
・
建
物
）
を
取
得
（
新

築
・
増
築
・
売
買
・
贈
与
・
交

換
な
ど
）
し
た
場
合
、
一
度
だ

け
納
め
る
県
の
税
金
で
す
。

　

な
お
、
住
宅
や
住
宅
用
土
地

を
取
得
し
た
方
は
、
一
定
の
要

件
の
も
と
で
、
不
動
産
取
得
税

が
申
請
に
よ
り
軽
減
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
先　

稲
敷
県
税
事
務
所

課
税
第
二
課　

☎
０
２
９
―
８

９
２
―
６
１
１
２

公
売
で
電
話
が
買
え
ま
す

　

稲
敷
県
税
事
務
所
で
は
、
電

話
加
入
権
の
公
売
を
毎
月
25
日

ご
ろ
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
簡
単
に
参
加
で

き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先　

稲
敷
県
税
事
務
所 

☎
０
２
９
―
８
９
２
―
６
１
１
５

や
め
よ
う
！  

薬
物
乱
用

　

昨
年
の
覚
せ
い
剤
検
挙
人
員

は
１
万
２
２
２
５
人
、
押
収
量

は
４
０
７
・
６
㎏
で
し
た
。

　

近
年
、大
麻
や
Ｍ
Ｄ
Ｍ
Ａ（
向

精
神
薬
）
が
増
加
し
、
20
歳
代

を
中
心
と
し
た
若
年
層
へ
の
乱

用
の
拡
大
が
進
ん
で
い
ま
す
。

特
に
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
感
覚
や

ダ
イ
エ
ッ
ト
、
眠
気
覚
ま
し
な

ど
誤
っ
た
認
識
に
よ
る
薬
物
乱

用
が
目
立
ち
ま
す
。

　

好
奇
心
な
ど
か
ら
、
安
易
に

薬
物
に
手
を
染
め
る
の
は
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
先　

取
手
警
察
署　

☎

０
２
９
７
―
77
―
０
１
１
０

覚
せ
い
剤
１
１
０
番　

☎
０
２

９
―
３
０
１
―
７
９
７
９

｢

都
市
再
生
街
区
基
本
調

査｣

に
伴
う
現
地
踏
査

　

こ
の
度
、
国
土
交
通
省
の
実

施
す
る｢

都
市
再
生
街
区
基
本

調
査｣

の
一
環
と
し
て
、
独
立

行
政
法
人｢

都
市
再
生
機
構｣

が
、

公
共
基
準
点
及
び
官
民
境
界
杭く

い

な
ど
の
状
況
を
調
査
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

都
市
再
生
街
区
基
本
調
査
と

は
、
都
市
部
の
地
籍
調
査
を
推

進
す
る
た
め
の
基
礎
的
な
デ
ー

タ
を
整
備
す
る
も
の
で
、
人
口

が
集
中
し
て
い
る
市
街
地（
人
口

集
中
地
区
）を
対
象
に
、
３
年
程

度
掛
け
て
実
施
す
る
調
査
で
す
。

▼
期
間　

７
月
中
旬
〜
12
月
中

旬
▼
内
容　

市
内
現
地
踏
査

▼
問
合
先　

都
市
再
生
機
構
東

日
本
支
社
都
市
再
生
企
画
部
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
チ
ー
ム　

☎
０

３
―
５
３
２
３
―
２
４
３
８

あ
な
た
は
家
内
労
働
法

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

家
内
労
働
者
（
内
職
者
）
の

労
働
条
件
の
向
上
と
生
活
安
定

を
図
る
た
め
、
委
託
者
は
次
の

点
を
守
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
い
わ
ゆ
る
「
イ
ン
チ
キ
内

職
」に
は
、
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

● 

家
内
労
働
者
に
家
内
労
働
手

帳
を
交
付
す
る

● 

工
賃
は
、
全
額
を
１
か
月
以

内
に
支
払
う

▼
問
合
先　

茨
城
労
働
局
賃
金

室　

☎
０
２
９
―
２
２
４
―
６

２
１
６

創
業
支
援
制
度

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
離
職
者

を
受
け
入
れ
る
受
け
皿
と
な

る
企
業
創
業
に
対
す
る
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

●
地
域
創
業
助
成
金　

地
域
貢

献
事
業
に
お
い
て
創
業
し
、
65
歳

未
満
の
常
用
労
働
者
、
又
は
短

時
間
労
働
者
を
併
せ
て
２
人
以

上
雇
用
し
た
場
合
に
、
創
業
経

費
及
び
雇
入
れ
に
つ
い
て
助
成

●
高
年
齢
者
等
協
同
就
業
機
会

創
出
助
成
金　

45
歳
以
上
の
高

年
齢
者
な
ど
３
人
以
上
が
、
共

同
し
て
事
業
を
開
始（
法
人
設
立
）

し
、
労
働
者
を
雇
い
入
れ
て
継

続
的
な
雇
用
・
就
業
の
機
会
を

創
出
し
た
場
合
に
、
事
業
開
始

に
要
し
た
経
費
の
一
定
範
囲
の

費
用
に
つ
い
て
助
成

▼
問
合
先　

茨
城
県
雇
用
開
発

協
会　

☎
０
２
９
―
２
２
１
―

６
６
９
８

●
受
給
資
格
者
創
業
支
援
助
成

金　

雇
用
保
険
の
受
給
資
格
者

自
ら
が
創
業
し
、
創
業
後
１
年

以
内
に
雇
用
保
険
の
適
用
事
業

主
と
な
っ
た
場
合
に
、
創
業
に

要
し
た
費
用
の
一
部
を
助
成

▼
問
合
先　

茨
城
労
働
局
職
業

対
策
課　

☎
０
２
９
―
２
２
４

―
６
２
１
９
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若
者
の
結
婚
支
援
講
演
会

　

な
ぜ
今
未
婚
・
晩
婚
化
が
進

ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

県
で
は
、
す
れ
違
う
男
女
の

意
識
、
多
様
化
す
る
結
婚
観
や

現
代
の
若
者
へ
の
結
婚
支
援
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼
日
時 

８
月
４
日（
木
）午
前
９

時
30
分
〜
午
後
４
時
▼
会
場
ホ

テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー 

水
戸
市
宮

町
１
―
６
―
１
▼
対
象　

結
婚

支
援
に
関
心
の
あ
る
方
な
ら
ど

な
た
で
も
参
加
可
▼
講
師　

板い
た

本も
と

洋よ
う

子こ

氏
※
（
財
）
日
本
青
年

館
結
婚
相
談
所
長
▼
申
込
方
法 

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
申
込

者
以
外
の
参
加
人
数
を
記
入
の

上
、
は
が
き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
む

▼
申
込
先　

い
ば
ら
き
結
婚
相

談
セ
ン
タ
ー　

〒
３
１
０
―
０

０
１
１　

水
戸
市
三
の
丸
１
―

５
―
38　

☎
０
２
９
―
２
２
４

―
８
８
８
８　

０
２
９
―
２
２

４
―
８
９
２
１ 

r-line@
ibccnet.com

 

▼
問
合
先　

県
子
ど
も
家
庭
課

少
子
化
対
策
室　

☎
０
２
９
―

３
０
１
―
３
２
６
１

家
づ
く
り
情
報

サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー

 　

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
（
旧
都
市
公

団
）の
関
連
会
社
Ｕ
Ｒ
リ
ン
ケ
ー

ジ
が
運
営
す
る
家か

ら

く
楽
暮
ね
っ
と

で
は
、
第
３
回
家
づ
く
り
情
報

サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。　

▼
日
時　

８
月
７
日（
日
）午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分
▼
会
場

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
茨
城
地
域
支
社

つ
く
ば
市
竹
園
１
―
２
―
１
▼

定
員　

30
名
※
要
予
約
▼
参
加

費　

無
料
▼
内
容　

①
「
健

康
な
住
ま
い
」
独
立
行
政
法
人

建
築
研
究
所
首
席
研
究
員
工
学

博
士
・
坊ぼ
う
が
き
か
ず
あ
き

垣
和
明
氏
②
「
私

の
体
験
談
！
建
て
主
が
語
る
家

づ
く
り
」
施
主
３
名
③
「
資
産

に
な
る
家
・
負
債
に
な
る
家
」

家
楽
暮
ね
っ
と
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

▼
申
込
方
法　

住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
・
参
加
人
数

を
記
入
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
・
電
話
の
い
ず
れ
か
で
申
し

込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

家
づ
く
り

情
報
支
援
セ
ン
タ
ー
・
家
楽
暮
ね

っ
と　

☎
０
１
２
０
―
６
４
６
―

０
７
７　

03
―
６
２
１
４
―
５

７
８
６  soudan@

karakunet.jp

日
本
の
伝
統
文
化
を
学
ぶ

ふ
れ
あ
い
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
教
室

　

こ
の
教
室
は
、
日
本
の
伝
統

的
な
文
化
を
子
ど
も
た
ち
に
体

験
、
習
得
さ
せ
る
機
会
を
提
供

す
る
た
め
に
、
文
化
庁
の
委
嘱

を
受
け
た
（
財
）
伝
統
文
化
活

性
化
国
民
協
会
が
行
っ
て
い
る

事
業
で
す
。

　

日
本
伝
統
の
楽
器
の
琴こ

と

に
親

し
ん
で
み
ま
せ
か
？

▼
日
時　

９
月
〜
平
成
18
年
３

月
の
毎
月
第
４
土
曜
日 

午
前

10
時
〜
正
午
▼
会
場　

愛
宕
中

学
校
視
聴
覚
室
▼
対
象　

小
学

５
年
生
〜
高
校
３
年
生
20
名
▼

参
加
費 

無
料
▼
内
容　

琴
の

弾
き
方
や
合
奏
練
習
な
ど
※
楽

器
は
ご
用
意
し
ま
す
▼
講
師　

水み
ず

野の

紀き

美み

子こ

、
桝ま

す

見み

円ま
ど
か、

桜
さ
く
ら

井い

あ
か
ね　

ほ
か
▼
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

守
谷
・
取

手
市
中
学
校
筝そ

う

曲き
ょ
くク

ラ
ブ　

代
表　

水
野　

☎
０
２
９
７
―

73
―
２
２
８
８

無
料
個
別
相
談

金
持
ち
大
家
さ
ん
に
な
る
秘
訣

▼
日
時　

７
月
27
日（
水
）午
後

１
時
〜
４
時
▼
講
演　

「
元
営

業
マ
ン
が
教
え
ま
す
」
こ
ん
な

セ
ー
ル
ス
マ
ン
に
は
気
を
付
け

ろ
！
／
貧
乏
大
家
さ
ん
の
事
例

「
Ｍ
ハ
ウ
ス
社
長
が
教
え
ま
す
」

入
居
率
ア
ッ
プ
の
秘
訣
／
金
持

ち
の
大
家
さ
ん
事
例
▼
参
加
費

無
料
※
事
前
に
電
話
で
予
約
す

る
こ
と

▼
申
込
・
問
合
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
つ
く
ば
資
産
承
継
相
談
セ
ン

タ
ー　

☎
21
―
１
０
５
８

日　　時 会　　場 対象

７/27（水） 10：00～ 北守谷公民館 親子10組

８/３（水） 10：00～ 保健センター 親子20組

８/６（土） 10：00～
郷州公民館 親子10組

高野公民館 〃

親子料理教室
　食生活改善推進員（へルスメイト）の皆さん

が、夏休みに各地区で親子料理教室を開催し

ます。「食」の大切さや作ることの楽しさを、

親子で楽しく学んでみませんか。

●対　　象　小学生とその保護者

●参 加 費　親子１組 500円（当日徴収）

　※子ども１人増えるごとに100円追加

● メニュー　ラップ巻きまきご飯・野菜たっ

ぷりスープ・さつま芋
いも

の蜜柑ジュース煮・

リボンサラダ

●持 参 品　エプロン・三角巾
きん

・米１合

● 申込方法　７月22日（金）までに、直接又は

電話で申し込む※定員超過の場合抽選

●申込・問合先　保健センター  ☎48ー6000
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Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
員
の

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

 　

８
月
27
・
28
日
に
行
わ
れ
る

Ｔ
Ｘ
開
業
記
念
「
き
ら
め
き
守

谷
夢
彩
都
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
５
」

に
合
わ
せ
て
、
つ
く
ば
市
の
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
員
を
招
い
て
、
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

世
界
の
人
々
に
日
本
の
生
活

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
程　

８
月
27
日（
土
）午
前

11
時
〜
守
谷
駅
前
広
場
の
Ｍ
Ｉ

Ｆ
Ａ
ブ
ー
ス
で
対
面
式
を
行
い
、

そ
の
後
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
案
内
で
フ
ェ
ス
タ
を
楽
し
む

／
８
月
28
日
（
日
）
終
日
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
対
応
▼
申
込

方
法　

７
月
27
日
（
水
）
ま
で

に
、
電
話
又
は
直
接
窓
口
で
申

し
込
む　

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
く

ら
し
の
支
援
課
内
「
市
国
際
交

流
協
会
事
務
局
」
内
線
１
３
２
・

１
３
３上

下
水
道
モ
ニ
タ
ー

　

市
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
上
下

水
道
事
業
運
営
の
参
考
と
す
る

た
め
、
上
下
水
道
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

　

モ
ニ
タ
ー
の
方
に
は
、
使
用

者
の
立
場
か
ら
業
務
内
容
や
サ

ー
ビ
ス
改
善
に
つ
い
て
の
意
見

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

市
の
上
下
水
道
事
業
を
よ
く

知
り
た
い
方
、
業
務
効
率
の
ア

イ
デ
ア
を
お
持
ち
の
方
、
ぜ
ひ

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

市
内
に
住
所
を
有
し

現
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
の
方

で
、
平
日
の
昼
間
、
年
５
回
程

度
の
モ
ニ
タ
ー
会
議
に
出
席
で

き
る
方
▼
次
に
該
当
す
る
方
は

除
く　

地
方
公
共
団
体
の
議
員

／
市
内
在
勤
の
公
務
員
及
び
そ

れ
に
準
じ
る
方
／
ほ
か
の
モ
ニ

タ
ー
の
委
嘱
を
受
け
て
い
る
方

／
過
去
に
水
道
モ
ニ
タ
ー
の
経

験
の
あ
る
方
▼
募
集
人
員　

10

名
▼
応
募
締
切
り　

７
月
29
日

（
金
）
▼
応
募
方
法　

電
話
、
又

は
窓
口
で
直
接
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

上
下
水
道

事
務
所　

☎
48
―
１
８
４
２

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー

　

も
り
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
育
て

を
頑
張
っ
て
い
る
方
を
応
援
す

る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

希
望
す
る
方
は
、
育
成
講
座
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

有
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ

る
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
お
子
さ
ん
を

預
か
っ
た
時
間
分
を
報
酬
（
１

時
間
７
０
０
〜
８
０
０
円
）
と

し
て
、
利
用
者
か
ら
受
け
取
り

ま
す
。

● 

第
７
回

サ
ポ
ー
タ
ー
育
成
講
座

▼
日
時 

９
月
６
日（
火
）〜
８
日

（
木
）
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

▼
会
場　

中
央
公
民
館
▼
対
象

市
内
在
住
の
心
身
と
も
に
健
康

で
、
子
育
て
に
意
欲
の
あ
る
方

※
資
格
・
経
験
・
年
齢
・
性
別

は
不
問
▼
内
容　

子
ど
も
の
健

康
・
栄
養
・
遊
び
、
緊
急
時
の

対
策
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
の

心
構
え
▼
申
込
締
切
り　

８
月

３
日
（
水
）

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
内

「
も
り
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
」
☎
45
―
２
４

３
２

茨
城
県
警
察
官

▼
募
集
内
容　

①
警
察
官
Ａ
②

警
察
官
Ｂ
▼
対
象　

①
昭
和
51

年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
、

大
学
（
短
大
除
く
）
卒
業
（
見

込
み
含
む
）
②
昭
和
51
年
４
月

２
日
〜
昭
和
63
年
４
月
１
日
生

ま
れ
で
、
①
に
該
当
し
な
い
方

▼
試
験
日　

９
月
18
日
（
日
）

▼
採
用　

平
成
18
年
４
月
１
日

▼
申
込
方
法　

申
込
書
（
警
察

署
・
交
番
・
駐
在
所
に
用
意
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
８
月

19
日
（
金
）
ま
で
に
、
警
察
署

へ
直
接
持
参
又
は
郵
送

▼
問
合
先　
取
手
警
察
署
警
務
課

☎
０
２
９
７
―
77
―
０
１
１
０

入
国
警
備
官

　

不
法
入
国
者
な
ど
の
違
反
調

査
や
本
国
送
還
な
ど
の
重
要
任

務
を
担
う
、
入
国
警
備
官
を
募

集
し
ま
す
。

▼
対
象　

昭
和
57
年
４
月
２
日

〜
昭
和
63
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方
▼
１
次
試
験 

９
月
25
日（
日
）

教
養
試
験
・
作
文
試
験
▼
２
次

試
験　

10
月
19
日（
水
）・
20
日

（
木
）の
指
定
日　

人
物
試
験
、

身
体
・
体
力
検
査
、
身
体
測
定

▼
受
付
期
間　

７
月
19
日（
火
）

〜
８
月
２
日（
火
）※
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込
（http://

w
w
w
.jin
ji-sh

ik
en
.jp
/

m
oushikom

i-s34.htm
l

）も
可

▼
申
込
書
請
求
・
問
合
先　

人

事
院
関
東
事
務
局　

〒
３
３
０

―
９
７
１
２　

さ
い
た
ま
市
中

央
区
新
都
心
１
―
１　

☎
０
４

８
―
７
４
０
―
２
０
０
６
〜
８

　９/11（日）茨城県知事選挙の期日前投票に
おける、20歳代の投票立会人を募集します。
ただし、立候補者が１名の場合（無投票）は、
期日前投票が行われません。
▼ 対象　市内在住で選挙権のある20歳代の
方 32名※申込者多数の場合抽選

▼ 日時・場所　８/26（金）～９/10（土）の希
望日８：30～20：00　市役所

▼ 内容　選挙の投票が公平・適正に行われ
ているかどうかを監視する

▼報酬　10,500円／日
※通勤手当は別途支給。食事は各自で用意
▼ 申込期間　７/12（火）～22（金） ※申込書
は申込先に用意

▼ 申込・問合先　市役所総務課内 「選挙管理
委員会」 内線225・226

20歳代の投票立会人募集
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合 併 し た 市 町 村 人　口
（H12国勢調査）新市町名 合併期日

　県では、平成16年度に11市町が誕生し、平成17年３月末日現在で、県内の市町村は
62（26市、27町、９村）となりました（表１参照）。さらに、平成18年３月までに12市
が新たに誕生することになっています（表２参照）。

●問合先
　県市町村課広域行政推進室
　☎029-301-2457

表１　平成16年度の合併市町村

常
ひたちおおみや

陸大宮市

日
ひ

　立
たち

　市

常
ひたち お お た

陸太田市

那
な

　珂
か

　市

水
み

　戸
と

　市

城
しろ

　里
さと

　町

坂
ばん

　東
どう

　市

稲
いな

　敷
しき

　市

筑
ちく

　西
せい

　市

かすみがうら市
取
とり

　手
で

　市

48,964人
206,589人
61,869人
55,069人
261,562人
23,007人
58,673人
51,284人
116,120人
45,229人
115,993人

H16.10.16
H16.11.１
H16.12.１
H17.１.21

H17.２.１

H17.３.22

H17.３.28

大宮町、山方町、美和村、緒川村、御前山村
日立市、十王町
常陸太田市、金砂郷町、水府村、里美村
那珂町、瓜連町
水戸市、内原町
常北町、桂村、七会村
岩井市、猿島町
江戸崎町、新利根町、桜川村、東町
下館市、関城町、明野町、協和町
霞ヶ浦町、千代田町
取手市、藤代町

☆神栖町、波崎町
 （87,626人）
☆麻生町、北浦町、玉造町
 （41,465人）
古河市、☆総和町、三和町
 （146,452人）
岩瀬町、真壁町、☆大和村
 （50,334人）
☆石岡市、八郷町
 （83,119人）
旭村、☆鉾田町、大洋村
 （50,915人）
☆水海道市、石下町
 （66,245人）
☆下妻市、千代川村
 （46,544人）
☆土浦市、新治村
 （144,106人）
笠間市、☆友部町、岩間町
 （82,358人）
☆伊奈町、谷和原村
 （40,532人）
小川町、☆美野里町、玉里村
 （53,406人）

新市名
（合併期日）

表2  平成18年3月末日までに合併予定の市町村

合併する市町村　☆事務所位置
（合併後の人口※H12国勢調査）

神
かみ

栖
す

市
H17.8.1

行
なめ

方
がた

市
H17.9.2

古
こ

河
が

市
H17.9.12

桜
さくら

川
がわ

市
H17.10.1

石
いし

岡
おか

市
H17.10.1

鉾
ほこ

田
た

市
H17.10.11

常
じょう

総
そう

市
H18.1.1

下
しも

妻
つま

市
H18.1.1

土
つち

浦
うら

市
H18.2.20

笠
かさ

間
ま

市
H18.3.19

つくばみらい市
H18.3.27

小
お

美
み

玉
たま

市
H18.3.27

昨年度
　11市町が
誕生しました

平成18年3月末の市町村の状況（見込み）

県内で進む平成の大合併
～83市町村が44市町村へ～

平成17年3月末までに
合併（11市町）

平成18年3月末までに
合併（12市）

市町村62（市26町27村9）

市町村44（市32町10村2）
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父
と
生
計
の
違
う
児
童
を
監

護
、
又
は
養
育
し
て
い
る
方
に
、

児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

既
に
こ
の
手
当
を
受
給
し
、

今
後
も
継
続
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
８
月
８
日（
月
）か
ら
26
日

（
金
）
ま
で
に
、
現
況
届
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
し
な

い
と
、
８
月
か
ら
の
手
当
が
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
前
年
の
所
得
に
応
じ

て
、
全
部
支
給
と
一
部
支
給
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
（
左
表
）。

　

ま
た
、
母
が
そ
の
監
護
す
る

父
な
ど
か
ら
、
そ
の
児
童
に
養

育
費
用
と
し
て
受
け
取
る
金
品

な
ど
は
、
そ
の
金
額
の
８
割
が

所
得
と
し
て
加
算
さ
れ
ま
す
の

で「
療
育
費
に
関
す
る
申
告
書
」

に
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
児
童

18
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最

初
の
３
月
31
日
（
身
体
・
精

神
的
に
障
害
の
あ
る
場
合
は
、

20
歳
の
誕
生
月
）
ま
で
で
、

次
の
要
件
に
該
当
す
る
児
童

●
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

●
父
が
死
亡
し
た
児
童

●
父
が
政
令
で
定
め
る
程
度
の

障
害
の
状
態
に
あ
る
児
童

●
父
が
１
年
以
上
遺
棄
し
て
い

る
児
童

●
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

児
童

●
母
が
婚
姻
し
な
い
で
生
ま
れ

た
児
童（
認
知
の
場
合
含
む
）

●
棄
児
な
ど
で
、
母
が
児
童
を

懐
胎
し
た
当
時
の
事
情
が
不

明
で
あ
る
児
童

▼
支
給
対
象
と
な
ら
な
い
場
合

受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
は
支
給
さ
れ
な
い

●
児
童
が
日
本
に
住
ん
で
い
な
い

●
児
童
が
、
父
又
は
母
の
死
亡
に

　

よ
り
公
的
年
金
を
受
け
て
い
る

●
児
童
が
、
労
働
基
準
法
で
遺

族
補
償
な
ど
を
受
給
で
き
る
、

又
は
こ
れ
ら
の
給
付
受
給
資

格
者
に
養
育
さ
れ
、
給
付
事

由
の
発
生
し
た
日
か
ら
６
年

を
経
過
し
て
い
な
い

●
児
童
が
里
親
に
預
け
ら
れ
て

い
る

●
児
童
と
父
の
生
計
が
同
一

●
児
童
が
母
の
配
偶
者
に
養
育

さ
れ
て
い
る

●
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
に
入

所
し
て
い
る

●
現
況
届
が
２
年
間
未
提
出

▼
申
請
方
法

担
当
課
窓
口
で
、
認
定
請
求

書
や
添
付
書
類
（
戸
籍
謄

本
・
住
民
票
な
ど
）
の
説
明

を
受
け
、
申
請
す
る

▼
認
定
後
、
届
出
が
必
要
な
場
合

認
定
を
受
け
た
方
は
、
次
の

よ
う
な
事
由
が
生
じ
た
と
き
、

担
当
課
に
届
け
出
る

●
対
象
児
童
が
増
え
た
と
き

●
対
象
児
童
が
減
っ
た
と
き

●
所
得
の
高
い
扶
養
義
務
者

と
同
居
又
は
別
居
す
る
な
ど
、

現
在
の
支
給
区
分
が
変
更
に

な
る
と
き

●
受
給
資
格
を
喪
失
し
た
と
き

●
受
給
者
が
死
亡
し
た
と
き

●
手
当
証
書
を
な
く
し
た
と
き

●
手
当
証
書
を
破
損
し
た
り
汚

し
た
と
き

●
氏
名
、
住
所
、
支
払
郵
便
局
・

金
融
機
関
、
印
鑑
が
変
わ
っ

た
と
き

■
母
子
・
父
子
福
祉
住
宅
手
当

　

借
家
住
ま
い
の
母
子
・
父
子

家
庭
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方
、
又
は
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方
に
、
住
宅
手
当
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

▼
対
象
家
庭

●
配
偶
者
と
死
別
・
離
婚
し
、

現
に
婚
姻
し
て
い
な
い
方

●
配
偶
者
の
生
死
が
明
ら
か
で

な
い
方

●
配
偶
者
が
１
年
以
上
遺
棄
、

又
は
拘
禁
さ
れ
て
い
る
方

●
配
偶
者
が
精
神
又
は
重
度
障

害
に
あ
る
方

▼
支
給
額

　

月
額　

５
０
０
０
円

▼
支
給
要
件

●
市
内
に
住
所
を
有
し
、
借
家

住
ま
い
の
方

●
児
童
扶
養
手
当
の
当
該
年
度

に
お
け
る
所
得
制
限（
上
表
）

範
囲
内
の
方

●問合先　市役所児童福祉課児童健全育成G
　　　　　内線152

児童扶養手当所得制限額

扶養
人数

扶養義務者・配偶者・孤児
などの養育者の所得額　

本人の所得額
全部支給 一部支給

2,360
2,740
3,120
3,500
3,880
4,260

０人
１人
２人
３人
４人
５人

190
570
950
1,330
1,710
2,090

1,920
2,300
2,680
3,060
3,440
3,820

 忘れず申請を

児童扶養手当及び母子・父子福祉住宅手当

（単位：千円） ■
児
童
扶
養
手
当
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障害基礎年金は、国民年金に加入している間に病気やけがで障害者になったと
き（過去に被保険者であった人で、60歳以上65歳未満の人が国内に住んでい
る間に障害者になった場合も含む）、障害の程度が１級又は２級に該当する状
態にあり、一定の保険料納付要件を満たしている場合に支給されます。
20歳前（国民年金に加入する前）の病気やけがで障害者になった場合も、障
害基礎年金が支給されます。

■支給要件
　国民年金の障害等級表の１級又は２級に該当し、
次の要件を満たしている方。
● 国民年金の被保険者である間や、被保険者で
あった人が国内に居住している60～64歳の間に、
医師の初診を受けた病気やけがによる障害であ
ること
● 障害のもととなった病気やけがで初診を受けた
日（初診日）の前日において、初診日の前々月
までの被保険者期間のうち、保険料納付済期間
と免除期間とを合算した期間が３分の２以上あ
ること
※ 初診日が平成28年３月31日までの間にあるとき
は、初診日の前々月までの１年間に保険料の滞
納がないこと

【障害の認定】
裁定請求書の診断書など
をもとに、障害のもとと
なった病気などの初診日
から１年６か月経過した
日、又はその前に症状が
固定した場合は、その日
（障害認定日）に障害の
程度が１級又は２級に該
当する状態にあるかどう
かで認定。

障害基礎年金

■20歳前の障害
　20歳前に初診日がある場合は、20歳になったと
き（障害認定日が20歳以後のときは障害認定日）
に、障害の程度が１級又は２級に該当すれば、障
害基礎年金が支給されます。
※ただし、所得制限あり。扶養親族が１人のとき、
　前年所得が…
●5,001,000円以上⇒全額支給停止
●3,984,000円～5,001,000円⇒半額支給停止

■年金額
　障害基礎年金の基本となる年金額は…
　　　１級　993,100円（月額82,758円）
　　　２級　794,500円（月額66,208円）
　さらに、障害年金受給者によって生計が維持さ
れ、次のいずれかに該当する子がいる場合、年金
額が加算されます。

▼加算対象の子
● 18歳まで（18歳の誕生日後最初の３月31日が終
わっていない場合を含む）の子

● 20歳未満で障害基礎年金に該当する程度（１級
又は２級）の障害がある子

▼加算額
●１人目及び２人目　228,600円／人
●３人目以降　　　　 76,200円／人

４月から
特別障害給付金制度が始まりました

▼対象
昭和61年度前の現在の第３号被保険者にあた
る方や、平成３年度前の学生などで、任意加
入していなかった障害等級１・２級の方

▼支給額（年額）
　１級　60万円　／　２級　48万円
※所得による支給制限あり

　国民年金への加入が任意だったために加入せ
ず、障害を負い障害年金を受けられない人に、
特別障害給付金が支給されます。

国 民
年 金
●問合先
　土浦社会保険事務所　☎029-822-3940　市役所国保年金課保険年金G　内線103・104

障害の
認定？
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老
人
保
健
受
給
者
で
、
住
民
票
上
の
世
帯
全
員
が
非
課
税
の
方
は
、

入
院
時
に
医
療
機
関
窓
口
で
支
払
う
一
部
負
担
金
及
び
食
事
代
が

減
額
さ
れ
ま
す
。

■
ど
ん
な
人
が
対
象
？

　

国
民
健
康
保
険
や
、
職
場
の

医
療
保
険
（
健
康
保
険
、
共
済

組
合
、
船
員
保
険
）
に
加
入
す

る
75
歳
（
一
定
の
障
害
の
あ
る

方
は
65
歳
）
以
上
の
方
で
す
。

■
い
つ
か
ら
加
入
？

　

満
75
歳
の
誕
生
日
の
翌
月
１

日
か
ら
加
入
で
き
ま
す
。
75
歳

の
誕
生
日
か
ら
14
日
以
内
に
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
例
】

■
届
出
は
市
役
所
へ

　

75
歳
の
誕
生
日
か
ら
14
日
以

内
に
、
保
険
証
を
持
参
の
上
、

国
保
年
金
課
へ
届
け
出
て
、「
健

康
手
帳
」
と
「
医
療
受
給
者
証
」

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

診
療
を
受
け
る
と
き
は
、
医

療
機
関
の
窓
口
に
、「
保
険
証
」

「
健
康
手
帳
」
「
医
療
受
給
者

証
」
の
３
つ
を
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。

■
医
療
費
の
自
己
負
担
額

▼
外
来
、入
院
、老
人
訪
問
看
護

費
用
の
１
割
負
担
（
一
定
以

上
所
得
者
（
※
）
は
２
割
）

▼
入
院
中
の
食
事
代

　

１
日　

７
８
０
円

　

な
お
、
医
療
費
が
高
額
に

な
っ
た
と
き
は
、
払
い
戻
し
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

※　

同
一
世
帯
に
一
定
以
上
の

所
得
（
課
税
所
得
１
４
５
万
円

以
上
）
が
あ
る
70
歳
以
上
の
方
、

又
は
老
人
保
健
制
度
対
象
者
が

い
る
方

申
請
月
の
初
日
（
１
日
）
か
ら

適
用
に
な
り
ま
す
。

　

入
院
す
る
際
に
、
医
療
受
給

者
証
と
認
定
証
を
医
療
機
関

の
窓
口
で
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

表
１
の
よ
う
に
、
入
院
時
の
保

険
診
療
分
の
自
己
負
担
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。

入
院
時
の
一
部
負
担
金
・
食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す

る
老
人
保
健
受
給
者
の
方
は
、

入
院
時
に
医
療
機
関
窓
口
で
支

払
う
一
部
負
担
金
及
び
食
事
代

が
減
額
さ
れ
ま
す
。

■
申
請
方
法

　

必
ず
入
院
前
に
、
必
要
書
類

を
持
参
の
上
、
市
役
所
国
保
年

金
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
必
要
書
類　

老
人
保
健
医
療

受
給
者
証
／
健
康
保
険
証
／
収

入
を
証
明
で
き
る
書
類
（
収
入

証
明
書
、
確
定
申
告
書
の
写
し

な
ど
）

■
入
院
時
の
減
額
は
？

　

申
請
後
、
認
定
を
受
け
る
と

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
、

※ 「限度額・標準負担額認定証」には、
有効期限が明記されています。有効期
限を過ぎると使用できませんので、再
度申請してください

※ 世帯の異動（転入・転出・分離）など
があった場合は、区分Ⅰ・Ⅱに該当し
なくなったり、新たに該当したりする
場合があります

表1　入院時の自己負担限度額・食事代

所得
区分

自己負担限度額
（月　額）

食　事　代
（１日当たり）

一般 40,200円 　780円

区分
Ⅱ

24,600円

90日までの入院
→650円

過去12か月以内に
90日を超える入院

→500円

区分
Ⅰ

15,000円 　300円

住民票上の世帯全員が非課税ですか？

世帯全員の各所得額が０円ですか？
※公的年金：所得額＝年金収入－65万円

入院予定がある方は、事前に申請し
てください。予定がなくても突然の
病気・けがに備えて申請しておくこ
とをお勧めします。

該当しません
（一般になります）

「区分Ⅱ」に
該当します

「区分Ⅰ」に
該当します

は　い いいえ

いいえは　い

老人
保健

㊟ 

昭
和
７
年
９
月
30
日
以
前
生

ま
れ
の
方
（
一
定
の
障
害
が

あ
る
方
は
65
歳
以
上
）は
、老

人
保
健
の
対
象
に
な
り
ま
す

５月１日生まれの方

５月２日生まれの方

５月１日から

６月１日から

▲

▲

老
人
保
健
制
度
っ
て
何
？

老
人
保
健
制
度
っ
て
何
？

老
人
保
健
制
度
っ
て
何
？

老
人
保
健
制
度
っ
て
何
？

●
申
請
・
問
合
先

　

市
役
所
国
保
年
金
課
医
療
福
祉
Ｇ

　

内
線
１
０
５
・
１
０
６



11 広報もりや2005.7.10

●介護サービスを引き続き利用するには、
　認定更新の手続が必要です
　要介護・要支援の認定には有効期間が設定され
ています。有効期間満了日の概

おおむ

ね２か月前に更新
申請の通知をお送りしますので、更新の必要のあ
る方は手続してください。

●更新手続
　新規の認定申請と同様の手続が行なわれますの
で、申請から認定までに約１か月掛かります。こ
のため、更新申請の手続は早め（認定の有効期間
満了日の約１か月前まで）に行いましょう。

　なお、申請にあたっては、先に送付した「要介
護・要支援認定申請書」及び「補助調査票」に必
要事項を記入の上、介護保険被保険者証（第２号
被保険者の場合は医療保険証の写しも必要）とと
もに介護福祉課へ持参してください。

●更新申請の前に…
　現在、要介護などの認定を受けている方で、
「サービスを当面使う予定がない」、「とりあえず
認定を受けておきたい」という方は、必ずしも更
新申請を行う必要はありません。
　更新申請をした方が良いか迷ったときは、介護
福祉課にご相談ください。

●生活機能相談窓口を積極的に利用しましょう

　介護サービスを受けるとき、「私にはこれはで
きないかも知れないからサービスを使おうかな」、
「本当は私にできることかも知れないが、せっか
く認定を受けているし、サービスを使おうかな」
と、受身になっていることはありませんか。

　ちょっと発想を転換してみましょう。「私はこ
う暮らしたい。こう生きたい」と、自身の生活に
積極的になることで、人生が生き生きとしてくる
かもしれません。
　そうした希望を実現するために、市では生活機
能相談窓口を開設しています。更新申請をする前
に、お気軽にご相談ください。

介護サービスを使っている。
更新申請をしてください。

入院中である。
介護福祉課に
お問い合わせください。

取り急ぎ更新申請を行う
必要はありません。介護サービスを使っていない。

退院の見込みがあり，介護サービスを使う予定である。

リハビリ中で転院予定である。

退院の予定がない。

要介護・要支援認定の更新申請
今回は

　について説明します

要介護・要支援認定の更新申請
●問合先　市役所介護福祉課介護保険G
　　　　　☎45-1744（直通）

介
護
保
険
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
１　

要
介
護
認
定
等
の
有

効
期
間
内
に
、
心
身
の
状
態

が
悪
化
し
た
ら
ど
う
な
り
ま

す
か
？

Ａ
１　

区
分
変
更
を
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
手
続
は
、
新

規
認
定
申
請
と
同
様
で
す
。

Ｑ
２　

更
新
申
請
は
、
本
人

や
家
族
以
外
で
も
手
続
で
き

ま
す
か
？

Ａ
２　

本
人
や
家
族
の
ほ
か

に
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事

業
者
や
介
護
保
険
施
設
な
ど

に
提
出
の
代
行
を
依
頼
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
申
請
書
の
本
人

氏
名
欄
は
、
必
ず
本
人
又
は

家
族
の
方
が
署
名
を
し
て
く

だ
さ
い
。

Ｑ
３　

現
在
入
院
中
で
す
。

も
う
す
ぐ
認
定
の
有
効
期
間

が
切
れ
る
の
で
す
が
、
更
新

申
請
を
し
た
方
が
良
い
で
す

か
？

Ａ
３　

退
院
の
予
定
が
立
っ

て
い
な
い
場
合
に
は
、
取

り
急
ぎ
更
新
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ご
心
配
な
方
は
、

介
護
福
祉
課
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

おしえて！介護保険
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守守谷市民活動支援センター守谷市民活動支援センター

市民活動  サロン市民活動  サロン市民活動  サロン
守谷市民活動支援センター

●問合先　市民活動支援センター　 　  46-3370

託児ボランティア募集！
　守谷市民活動交流会では、10月 15 日に「現代の親と子の関わりについて（仮題）」の講演会の開
催を予定しています。
　そこで、当日ご両親が講演会に参加している間、小学生未満の乳幼児を託児してくださる方を募集
します。日ごろからボランティアをしてみたいとお考えの方、特に子育て経験のある方は大歓迎です。
詳しくは、市民活動支援センターまでお問い合わせください。

●日　時　10月15日（土）午前９時30分～正午（予定）
●会　場　中央公民館
●対　象　 子育て経験者、ボランティアに興味の

ある方、ボランティアを一度やってみ
たい方、子どもと遊ぶのが好きな方

●問合先　市民活動支援センター

　立沢里山の会とは、市が立沢休耕田（立沢字高
崎地区の約２ha）活用事業の運営スタッフとし
て公募した、市民によるボランティア団体です。
会の設立は平成 12 年 12 月なので、今年で５年目
を迎え、現在約 15 名の会員で活動をしています。
　活動実績は、木道施設、上

かずさ
総堀り（安定した用

水の確保）、田んぼ再生（小学生の体験学習の場）、
野草観察会、除草、清掃などです。会員間で年８
回、また市民と合同で年５回程度の活動をしてい
ます。
　現在は、草や木が生い茂り、雉

きじ
など多様な動植

物が見られますし、周辺は里山が広がる自然豊か

な地域です。
　この現況を生かして、地域の子どもたちの遊び
場や、小・中学生の自然観察など学習の場として
も、広く活用するために、より充実させたいと考
えています。
　そして、首都圏でありながら質の高い自然環境
に恵まれた都市に、一歩でも近づくことが理想
です。
　活動の趣旨に賛同していただける市民の皆さ
ん、一緒に活動しましょう。

●申込・問合先　鈴
すずき
木榮

さかえ
　☎ 45-0330

立沢里山の会
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先
日
初
め
て
、
日
本
の
結
婚
式
と
披
露

宴
に
出
席
し
ま
し
た
が
、
色
々
と
驚
く
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ド
イ
ツ
で
は
、
と
て
も
陽
気
な
式
を
挙

げ
ま
す
。
ま
ず
、「
ド
タ
バ
タ
夜
」
と
い

う
前
夜
祭
で
近
所
の
人
、
友
達
と
親
族
が

磁
器
の
お
皿
を
持
っ
て
、
そ
れ
を
皆
で
ガ

シ
ャ
ン
と
壊
し
ま
す
。
新
郎
新
婦
は
ほ
う

き
を
持
っ
て
、
そ
れ
を
２
人
で
掃
き
ま
す
。

２
人
が
協
力
す
る
と
い
う
こ
と
も
表
し
ま

す
が
、
磁
器
の
破
片
は
運
を
招
く
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
籍
を
入
れ
る
と
い
う
式
は

硬
い
で
す
け
ど
、
だ
い
た
い
の
市
町
村
で

は
お
し
ゃ
れ
な
個
室
で
で
き
ま
す
。
あ
る

い
は
、
次
の
土
日
に
教
会
で
式
を
挙
げ
る

人
も
い
ま
す
。
め
で
た
く
結
ば
れ
て
か
ら
、

教
会
の
前
で
客
が
ラ
イ
ス
シ
ャ
ワ
ー
で
お

米
の
粒
を
投
げ
ま
す
。

　

地
方
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、
新
郎
新

婦
は
、
古
く
さ
び
た
の
こ
ぎ
り
で
、
大
き

な
丸
太
を
切
り
割
る
と
い
う
し
き
た
り
も

あ
り
ま
す
。
こ
ん
な
習
慣
も
、
２
人
で
協

力
し
て
困
難
を
乗
り
切
る
と
い
う
こ
と
を

表
し
ま
す
。

　

教
会
か
ら
ホ
テ
ル
へ
行
く
と
き
は
、
大

体
自
動
車
や
馬
車
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、

新
郎
新
婦
が
乗
る
乗
り
物
は
花
で
飾
ら
れ

て
、
そ
れ
を
見
た
人
は
必
ず
「
お
め
で
と

う
！
」
と
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

大
渋
滞
や
事
故
と
思
わ
れ
る
け
ど
、
実
は

お
め
で
た
い
結
婚
式
で
す
。

　

ま
た
披
露
宴
の
途
中
で
は
、
新
郎
の
親

友
が
新
婦
を
連
れ
出
し
て
、
ど
こ
か
の
飲

み
屋
で
隠
れ
て
待
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

新
郎
が
い
く
つ
か
の
飲
み
屋
を
探
し
、
そ

こ
の
飲
み
屋
に
い
る
客
全
員
に
行
き
渡
る

だ
け
ご
馳
走
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　

披
露
宴
で
は
も
ち
ろ
ん
ス
ピ
ー
チ
も

あ
り
ま
す
が
、
ゲ
ー
ム
も
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
新
郎
を
含
め
て
何
人
か
の
男
性

に
前
に
立
つ
よ
う
に
頼
ん
で
、
目
隠
し
さ

れ
た
新
婦
は
、
そ
の
男
性
の
ふ
く
ら
は
ぎ

を
触
っ
て
新
郎
を
当
て
る
と
い
う
ゲ
ー
ム

は
、
結
構
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
結
婚
新
聞
」
を
作
っ
て
あ

げ
る
兄
弟
・
親
友
も
少
な
く
な
い
で
す
。

新
郎
新
婦
の
幼
い
と
き
の
写
真
、
思
い
出

話
、
笑
い
話
、
ク
イ
ズ
な
ど
が
た
く
さ
ん

出
て
い
ま
す
。

　

北
ド
イ
ツ
出
身
の
親
友
の
結
婚
式
で

は
、
新
郎
の
兄
は
一
人
ひ
と
り
の
客
に
切

手
が
は
っ
て
あ
る
絵
葉
書
を
渡
し
ま
し

た
。
そ
こ
に
日
付
と
「
こ
の
日
付
に
お
２

人
に
出
し
な
さ
い
」
と
指
示
が
書
い
て
あ

り
、
２
年
に
わ
た
っ
て
、
１
週
間
お
き
に

披
露
宴
に
出
席
し
た
人
か
ら
お
便
り
が
届

く
と
い
う
こ
と
で
、
と
て
も
素
敵
な
ア
イ

デ
ィ
ア
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
ど
き
、
長
年
同
棲
し
て
か
ら
結
婚
す

ド
イ
ツ
人
は「
ド
タ
バ
タ
夜
」の
後
に「
一
生
の
結
合
に
つ
く
」

　国際交流員として当市に滞在中のシュターク・サラさんに、
守谷、そして日本について自由に語ってもらうコーナーです。

MMORIYA滞在記

シュタークさんのシュタークさんのシュタークさんの

MORIYA滞在記MORIYA滞在記

る
人
は
多
い
で
す
け
ど
、
夫
婦
と
し
て
初

め
て
過
ご
す
夜
を
困
ら
せ
る
た
め
、
兄
弟

や
友
達
は
ア
パ
ー
ト
中
に
目
覚
ま
し
時
計

を
隠
し
た
り
、
ベ
ッ
ド
を
分
解
し
た
り
な

ど
を
し
ま
す
。

　

私
の
出
身
地
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
で

は
、
屋
根
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
乳
母
車
、
ド

ア
の
上
に
赤
ち
ゃ
ん
の
洋
服
を
飾
り
ま

す
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
赤
ち
ゃ
ん
を
産

ん
で
ほ
し
い
と
い
う
願
い
で
す
。

　

と
い
う
こ
こ
で
、
と
て
も
書
き
き
れ
な

い
山
ほ
ど
の
面
白
い
習
慣
は
あ
り
ま
す
。

日
本
の
結
婚
式
に
出
席
し
て
、
私
が
驚
い

た
と
い
う
こ
と
、
皆
さ
ん
は
分
か
っ
て
く

れ
ま
し
た
か
し
ら
？　

ち
な
み
に
、
ド
イ

ツ
語
で
結
婚
す
る
こ
と
は
「
一
生
の
結
合

に
つ
く
」
と
い
う
慣
用
句
で
も
表
せ
ま
す
。
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●
創
意
あ
る
授
業
の
工
夫
・
改
善

　

 

基
礎
基
本
の
習
熟
と
定
着
を
図
る
た
め

に
、
算
数
の
授
業
の
中
で
、
通
常
の
一

斉
指
導
の
ほ
か
に
、
様
々
な
指
導
法
の

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
学
習
内

容
の
理
解
や
習
熟
度
別
、
興
味
・
関
心

別
な
ど
に
応
じ
た
グ
ル
ー
プ
学
習
指
導

を
行
う
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
実
態
や

指
導
の
場
面
に
応
じ
て
、
効
果
的
な
方

法
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

●
個
別
指
導
の
充
実

　

 
毎
週
金
曜
日
の
朝
は
、
30
分
間
の

S
U
N
サ
ン
タ
イ
ム
を
設
定
し
、
算
数

の
基
礎
学
力
向
上
を
目
指
し
た
繰
り
返

し
学
習
の
時
間
と
し
て
い
ま
す
。
担
任

教
師
だ
け
で
な
く
、
担
任
以
外
の
全
教

師
が
支
援
に
当
た
り
、
個
に
応
じ
た
き

め
細
か
い
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
毎
週
木
曜
日
に
は
、
朝
の
自
習
の

時
間
を
利
用
し
て「
オ
ー
プ
ン
ル
ー
ム
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
希
望

す
る
児
童
に
、
個
別
に
学
習
の
支
援
を

行
う
も
の
で
、
児
童
一
人
ひ
と
り
が
目

標
を
持
ち
、
自
分
の
力
に
合
っ
た
学
習

に
集
中
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
基
礎
学
力
の
定
着

　

 

国
語
・
算
数
の
月
例
テ
ス
ト
を
定
期
的
・

系
統
的
に
実
施
し
た
り
、
家
庭
学
習
の

習
慣
化
を
図
っ
た
り
し
て
、
学
校
内
外

を
通
じ
て
、
基
礎
基
本
の
定
着
を
図
っ

て
い
ま
す
。

●
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
連
携

　

 

保
護
者
の
方
々
か
ら
、
学
習
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
ま
る
つ
け
先
生
」
を
募
り
、

Ｓ
Ｕ
Ｎ
サ
ン
タ
イ
ム
の
時
間
に
は
、
プ

リ
ン
ト
の
採
点
な
ど
、
児
童
の
支
援
に

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
学
習

し
た
こ
と
を
す
ぐ
に
評
価
し
て
も
ら
え

た
り
、
励
ま
し
て
も
ら
っ
た
り
す
る
こ

と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
意
欲
が
増

し
て
い
ま
す
。

●
個
別
支
援
教
育
の
充
実

　

 

個
別
支
援
会
議
や
事
例
検
討
会
な
ど
を

通
じ
て
、児
童
一
人
ひ
と
り
に
対
し
て
、

全
職
員
が
、
共
通
理
解
を
図
り
、
よ
り

よ
い
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

 

読
書
活
動
や
音
楽
活
動
、
様
々
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
豊
か
な
情
操
を
育

て
、
表
現
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
地

域
社
会
を
担
う
心
豊
か
な
児
童
の
育
成

に
努
め
て
い
ま
す
。

●
さ
わ
や
か
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
運
動
の
推
進

　

 

運
営
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、毎
朝「
お

は
よ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」（
あ
い
さ
つ

運
動
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
わ
や
か

な
あ
い
さ
つ
に
よ
っ
て
、
活
気
の
あ
る

一
日
が
始
ま
り
ま
す
。

●
豊
か
な
体
験
活
動
の
実
践

　

 

八
坂
神
社
の
清
掃
活
動
や
花
壇
づ
く

り
、
公
園
里
親
事
業
へ
の
積
極
的
な
参

加
、
さ
つ
ま
い
も
栽
培
、
グ
リ
ー
ン
タ

イ
ム
で
の
奉
仕
活
動
な
ど
、
幅
広
い
体

験
活
動
を
行
い
、
豊
か
な
心
を
養
っ
て

い
ま
す
。

●
心
の
居
場
所
が
あ
る
楽
し
い
学
校

　

 

学
級
の
道
徳
の
時
間
や
学
級
活
動
の
充

実
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
も
り
っ

子
タ
イ
ム
で
の
縦
割
り
活
動
や
集
会
活

動
、
も
り
っ
子
学
習
発
表
会
、
子
ど
も

の
居
場
所
づ
く
り
な
ど
様
々
な
活
動
を

通
じ
て
、
ど
の
子
も
心
の
居
場
所
が
保

証
さ
れ
た
、
楽
し
い
学
級
・
学
校
づ
く

り
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

豊
か
な
心
を
育
て
る
た
め
に

確
か
な
学
力
の
向
上
の
た
め
に

校訓

●
か
し
こ
く

●
明
る
く

●
た
く
ま
し
く

守
谷
小
学
校
・
教
育
活
動
の
紹
介

 

「
進
ん
で
学
び
、心
豊
か
で
、た
く
ま
し
い
児
童
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
育
成
を
目
指
し
て

▲1年生での算数少人数学習指導

▲ SUNサンタイムでの保護者による
学習ボランティア「まるつけ先生」

▲ 全国植樹祭に参加した守谷小緑
の少年団代表の児童たち

●問合先　市役所指導室 内線275・276　児童福祉課 内線153・154 

めざす
児童像

●
よ
く
考
え
学
び
合
う
子

●
な
か
よ
く
助
け
合
う
子

●
体
を
き
た
え
励
ま
し
合
う
子

　

本
校
は
、
今
年
で
創
立
１
１
５
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
歴

史
と
伝
統
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
未

来
を
「
か
し
こ
く
、
明
る
く
、
た
く

ま
し
く
」
生
き
る
子
ど
も
達
た
ち
を

育
て
る
た
め
に
、
楽
し
い
学
校
を

創
っ
て
い
き
ま
す
。
引
き
続
き
地
域

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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１ 月 夢 中 
２ 火 ね１歳～　児 午前中幼児タイム　夢 ま
３ 水 保３～４か月児健診　夢 ま  
４ 木 ア ６～11か月  児午前中幼児タイム  保３歳児健診  お ま
５ 金 夢０～１歳11か月　保１歳６か月児健診　ま 郷
９ 火 児午前中幼児タイム　ま
10 水 ま
11 木 児午前中幼児タイム　ま
12 金 ま
16 火 児午前中幼児タイム　
17 水 ま
18 木 ア１歳～１歳11か月   児 スライムづくり（小学生）ま
19 金 ま
22 月 夢 北
23 火 ね ０歳 児午前中幼児タイム 保育児健康相談会  夢ま
24 水 保３～４か月児健診　夢　ま
  夢ねア９月分予約受付開始10：00～
25 木 ア２歳～ 児午前中幼児タイム 保３歳児健診 おま
26 金 夢０～１歳11か月  保１歳６か月児健診  まロ
29 月 夢
30 火 児午前中幼児タイム 保 BCG（３～５か月）夢ま
31 水 保 離乳食教室 夢 ま

●教育・子育て支援情報

　児童館は、乳幼児の親子から18歳以下のお子さ
んを対象に、楽しく遊んだり学んだりする場を提
供しています。
　平日の午前中は、乳幼児とお母さんがたくさん
遊びに来ています。歌や手遊び、工作など楽しい
活動がいっぱいです。子育て中のみなさん、ぜひ
一度児童館に遊びに来てください。
▶開館時間
　４月～９月　午前９時～午後６時
　10月～３月　午前９時～午後５時
▶問合先
　児童館　☎45-2278

子育て支援
センターからの
お知らせ

子育て中の皆さん子育て中の皆さん

　児童　児童館で遊びましょう！館で遊びましょう！

●問合先
　子育て支援センター事務局
　「夢っ子ひろば」
　北園保育所　☎45-2462

８月の子育てカレンダー８月の子育てカレンダー８月の子育てカレンダー

活動名

親 子 で
楽しもう

工 作

映 画 会

ミ ニ
おはなし会

サタデー
パ パ

図　　書
貸 出 し

　夢っ子ひろば（北園保育所 ☎45-2462）
夢  夢っ子ひろば（室内自由開放）９:30～15:00
お   子育て広場おおがしわ（大柏生活改善センター）
10:00～15:00

ま  子育て広場まなびの里（学びの里）10:00～15:00
中  子育て広場中央（中央公民館）10:00～11:30
郷  子育て広場郷州（郷州公民館）10:00～11:30
ロ   子育て広場ログハウス（国際交流研修センター）
10:00～11:30

北  子育て広場北守谷（北守谷公民館）10:00～/13:00～

  ねっこ（まつやま保育園 ☎45-8828）
ね  ねっこ（親子活動）９:30～　★要予約

  アビエス（わかばのもり保育園 ☎48-1735）
ア  アビエス（親子活動）10:30～　★要予約

  児童館（☎ 45-2278）

児  児童館事業

  保健センター（☎ 48-6000）
保　保健センター事業

平成17年度児童館活動内容のご案内

活動時間・対象
11：00～11：40
火曜日　２歳～
木曜日　１歳～
月～金曜日（月１回）
午前　幼児
午後　小学生
月１回
午前　幼児
午後　小学生

月～金曜日
11：40～11：50

奇数月の第2土曜日
11：00～11：50
2歳以上の幼児と父
月～金曜日
開館時間中

活 動 内 容
歌、手遊び、工作、リ
ズム、リトミックなど
を親子で一緒に楽しむ
月ごとに工作内容を決
めて行う（素材は児童
館で用意）

アニメ、童話、昔話など

紙芝居、エプロンシア
ター、パネルシアター、
絵本の読み聞かせなど
歌、手遊び、運動遊び、
おはなしなどを、親子
で一緒に楽しむ
１人１冊
１週間貸出し

親子
で一
緒に

楽し
める
ね
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※（
守
）
守
谷
中
学
校

　
（
愛
）
愛
宕
中
学
校

　
（
御
）
御
所
ケ
丘
中
学
校

　
（
け
）
け
や
き
台
中
学
校

　

１
０
０
ｍ

【
１
年
男
子
】

１
位　

寺て
ら

津づ

篤あ
つ
し（
け
）

２
位　

宮み
や

川か
わ

拓た
く

己み

（
け
）

３
位　

大お
お
や
ま
り
ょ
う

山
凌
（
御
）

【
１
年
女
子
】

１
位　

植う
え

田だ

美み

生お

（
御
）

２
位　

山や
ま

﨑ざ
き

眞ま

子こ

（
愛
）

３
位　

高た
か
し
ま
し
お
り

嶋
詩
織
（
御
）

【
２
年
男
子
】

１
位　

前ま
え
の
ひ
ろ
き

野
浩
輝
（
御
）

２
位　

北き
た
が
わ川
拓ひ
ろ
き輝
（
守
）

３
位　

渡
わ
た
り
し
ゅ
ん
す
け

俊
祐
（
御
）

【
２
年
女
子
】

１
位　

染そ
め
や谷
め
ぐ
み
（
愛
）

２
位　

池い
け

田だ

早さ

希き

（
御
）

３
位　

島し
ま

未み

来く

（
愛
）

【
３
年
男
子
】

１
位　

横よ
こ
や
ま
ひ
ろ
あ
き

山
裕
明
（
愛
）

２
位　

冨と
み
ざ
わ
り
ょ
う
た

沢
亮
太
（
御
）

３
位　

池い
け
だ
し
ょ
う
た
ろ
う

田
祥
太
郎
（
御
）

【
３
年
女
子
】

１
位　

西に
し

村む
ら

佳か

也や

（
御
）

２
位　

米よ
ね

原は
ら

千ち

晴は
る

（
け
）

３
位　

松ま
つ

見み

友ゆ

里り

（
け
）

　

２
０
０
ｍ

【
男
子
】

１
位　

藤ふ
じ

谷や

亮り
ょ
う

介す
け

（
け
）

２
位　

飯い
い
じ
ま島
雄ゆ
う
た太
（
愛
）

３
位　

宮み
や
ち
か
ゆ
う
す
け

近
祐
介
（
御
）

【
女
子
】

１
位　

馬ば

ば

ま

な

み

場
茉
奈
美
（
愛
）

２
位　

鳴な
る

沢さ
わ

眞ま

寿す

美み

（
御
）

３
位　

塚つ
か

田だ

紅く
れ
な
い

（
愛
）

　

４
０
０
ｍ
男
子

１
位　

宮み
や
も
と本
健け
ん
た
ろ
う

太
郎
（
愛
）

２
位　

八や

ぎ木
裕ゆ
う
じ
ろ
う

次
郎
（
け
）

３
位　

小お

河が

原わ
ら

周し
ゅ
う

平へ
い

（
愛
）

　

８
０
０
ｍ

【
男
子
】

１
位　

会あ
い

田だ

亮り
ょ
う

祐す
け

（
け
）

２
位　

土ど

肥ひ

悠ゆ
う

樹き

（
け
）

３
位　

荒あ
ら
い
ひ
ろ
き

井
公
規
（
御
）

【
女
子
】

１
位　

伊い
と
う
あ
や
か

藤
彩
香
（
御
）

２
位　

芳は

賀が

美み

咲さ
き

（
御
）

３
位　

立た
ち

花ば
な

聡さ
と

美み

（
愛
）

　

１
５
０
０
ｍ

【
男
子
１
年
】

１
位　

山や
ま
も
り
ま
さ
ひ
さ

森
正
久
（
守
）

２
位　

福ふ
く
な
が永
晃あ

樹き

裕ひ
ろ

（
愛
）

３
位　

鈴す
ず
き
ま
さ
ゆ
き

木
昌
幸
（
守
）　

【
男
子
】

１
位　

西に
し
む
ら
た
つ
や

村
達
哉
（
愛
）

２
位　

鈴す
ず
き
た
く
や

木
拓
弥
（
愛
）

３
位　

吉よ
し
だ
か
い

田
開
（
守
）

【
女
子
】

１
位　

三み
　
は
ら原
未み

ゆ夕
（
け
）

２
位　

高た
か
は
し橋
亜あ

ゆ

み
由
美
（
御
）

３
位　

水み
ず
た
に
け
い

谷
渓
（
守
）

　

３
０
０
０
ｍ
男
子

１
位　

軽か
る
べ
し
ん

部
慎
（
愛
）

２
位　

高た
か
は
し橋
祥し

ょ
う

平へ
い

（
け
）

３
位　

霜し
も
た
ゆ
き
ひ
ろ

田
幸
宏
（
愛
）

　

１
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル

【
男
子
】

１
位　

小こ
じ
ま
た
く
と

島
拓
人
（
御
）

２
位　

小こ
い
ず
み
し
ん
じ

泉
伸
詞
（
御
）

３
位　

塙
は
な
わ

雄ゆ
う
だ
い大
（
御
）

【
女
子
】

１
位　

斉さ
い
と
う
ひ
か
り

藤
光
（
愛
）

２
位　

根ね
も
と本

理り

さ沙
（
け
）

３
位　

岡お
か
の野
双ふ
た
ば葉
（
け
）

　

走
り
幅
跳
び

【
男
子
】

１
位　

張は
り
が
え替
僚り
ょ
う（
け
）

２
位　

渡わ
た
な
べ
さ
と
し

辺
智
（
愛
）

３
位　

金か
ね
こ
か
ず
ま
さ

子
和
正
（
守
）

【
１
年
女
子
】

１
位　

荒あ
ら
き木
有あ
り
さ紗
（
け
）

２
位　

蛭ひ
る
た
な
つ
き

田
菜
月
（
御
）

３
位　

佐さ
と
う
ゆ
う

藤
優
（
守
）

　

市
内
中
学
校
及
び
小
学
校
陸
上
競
技
会
が
、
常
総
運
動
公
園
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
大
会
の
代
表
選
考
も
兼
ね
て
い
る
中
学
校
は
６
月
１
日
、
小

学
校
は
６
月
８
日
に
行
わ
れ
、
す
べ
て
の
競
技
に
お
い
て
、
選
手

た
ち
の
気
迫
あ
ふ
れ
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

両
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

平
成
17
年
度  

市
内
中
学
校
及
び
小
学
校

中
学
校
陸
上
競
技
会

↑
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●市内中学校及び小学校陸上競技会結果

【
女
子
】

１
位　

桑く
わ
た
ゆ
う
り

田
侑
季
（
御
）

２
位　

佐さ
と
う
あ
お
い

藤
葵
（
御
）

３
位　

梅う
め
む
ら村
朝あ
さ
こ子
（
愛
）

　

走
り
高
跳
び

【
男
子
】

１
位　

東と
う

條じ
ょ
う

優ゆ
う
き樹
（
愛
）

２
位　

小お
ざ
わ
た
か
し

澤
隆
史
（
御
）

３
位　

田た
じ
ま
け
い
た

島
恵
太
（
御
）

【
女
子
】

１
位　

松ま
つ
な
が永
万ま

す
み澄

（
け
）

２
位　

水み
ず
ぬ
ま沼
衣え

り里
（
愛
）

３
位　

磯い
そ
が
い海
風ふ
う
か香
（
御
）

　

砲
丸
投
げ

【
男
子
】

１
位　

工く
ど
う
し
ん
ぺ
い

藤
慎
平
（
愛
）

２
位　

宮み
や
は
ら
し
ゅ
ん
す
け

原
俊
輔
（
御
）

３
位　

伴ば
ん
た
く
ま

拓
馬
（
御
）

【
女
子
】

１
位　

椎し
い
な名
沙さ

え衣
（
守
）

２
位　

大お
お
わ
だ
き
く

和
田
菊
（
愛
）

３
位　

野の

せ瀬
友ゆ

り

こ
里
子
（
け
）

　

４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

【
男
子
】

１
位　

 
愛
宕
中（
飯い
い
じ
ま島
・
鈴す
ず
き木
・

　
　
　

林は
や
し・
横よ
こ
や
ま山
）

２
位　

 
御
所
ケ
丘
中
（
前ま
え
の野
・

池い
け
だ田
・
鶴つ
る
た田
・
冨と
み
ざ
わ沢
）

３
位　

 

け
や
き
台
中
（
入い
り
え江
・

藤ふ
じ
や谷
・
松ま
つ
だ田
・
田た
な
か中
）

【
女
子
】

１
位　

 

愛
宕
中
（
島し
ま

・
染そ
め
や谷
・

櫻さ
く
ら
い井
・
馬ば

ば場
）

２
位　

 

け
や
き
台
中
（
松ま
つ
な
が永
・

松ま
つ
み見
・
根ね
も
と本
・
米よ
ね
は
ら原
）

３
位　

 

御
所
ケ
丘
中
（
舟ふ
な
つ津
・

軽か
る
べ邉
・
須す
ど
う藤
・
西に
し
む
ら村
）

※（
大
）
大
井
沢
小
学
校

　
（
野
）
大
野
小
学
校

　
（
高
）
高
野
小
学
校

　
（
守
）
守
谷
小
学
校

　
（
黒
）
黒
内
小
学
校

　
（
御
）
御
所
ケ
丘
小
学
校

　
（
郷
）
郷
州
小
学
校

　
（
前
）
松
前
台
小
学
校

　
（
松
）
松
ケ
丘
小
学
校

　

１
０
０
ｍ

【
男
子
】

１
位　

藤ふ
じ
わ
ら
た
く
や

原
卓
哉
（
守
）

２
位　

古ふ
る
か
わ
ゆ
う
や

川
裕
也
（
郷
）

３
位　

鈴す
ず
き木
隆り
ゅ
う

生せ
い

（
野
）

【
女
子
】

１
位　

戸と

べ

か

な

み

邉
香
奈
実
（
松
）

２
位　

道み
ち
が
み上
加か

な

こ
奈
子
（
野
）

３
位　

高た
か
し
ま嶋
夕ゆ

き紀
（
前
）

【
男
子
】

１
位　

池い
け
な
が永
和か
ず
き稀
（
大
）

２
位　

溝み
ぞ
が
み
し
ょ
う

上
翔
（
守
）

３
位　

馬ば

ば場
隼じ
ゅ
ん
や也
（
郷
）

【
女
子
】

１
位　

佐さ
と
う藤
み
ず
き
（
大
）

２
位　

道み
ち
が
み上
加か

な

こ
奈
子
（
野
）

３
位　

吉よ
し
お
か
み
さ
き

岡
岬
（
大
）

　

持
久
走

【
男
子
】

１
位　

中な
か
は
し
そ
う
い
ち
ろ
う

橋
宗
一
郎
（
高
）

２
位　

若わ
か
ば
や
し
け
ん

林
賢
（
御
）

３
位　

長な
が
と
も友
彬あ
き
と人
（
前
）

【
女
子
】

１
位　

三み
は
ら原
未み

ま麻
（
高
）

２
位　

橋は
し
も
と本
明は
る
え枝
（
前
）

３
位　

村む
ら
か
み上
真ま

い伊
（
御
）

　

走
り
幅
跳
び

【
男
子
】

１
位　

軽か
る
べ部
耀よ
う
た太
（
郷
）

２
位　

地じ
び
き引
啓け
い
す
け祐
（
郷
）

３
位　

渡わ
た
な
べ邉
大た
い
き貴
（
前
）

【
女
子
】

１
位　

久く

め米
史あ
や
か夏
（
大
）

２
位　

小こ
す
げ
あ
や
の

菅
彩
乃
（
御
）

３
位　

山や
ま
ざ
き﨑
由ゆ

か佳
（
御
）

　

ボ
ー
ル
ス
ロ
ー

【
男
子
】

１
位　

染そ
め
の
よ
う
へ
い

野
陽
平
（
大
）

２
位　

桜さ
く
ら
い
け
い
す
け

井
恵
介
（
高
）

３
位　

高た
か
の
ゆ
う
た

野
雄
太
（
守
）

【
女
子
】

１
位　

小お
の
づ
か

野
塚
美み
さ
き咲
（
松
）

２
位　

亀か
め
い井
香か

ほ帆
（
大
）

３
位　

松ま
つ
も
と本
優ゆ

り里
（
高
）

　

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

【
男
子
】

１
位　

 

郷
州
小（
古ふ
る
か
わ川
、
地じ
び
き引
、

新あ
ら
い井
、
久く

ぼ

の
保
埜
）

２
位　

高
野
小（
中な
か
は
し橋
、
宮み
や
は
ら原
、

　
　
　

寺て
ら
だ田
、
田た
な
か中
）

３
位　

 

守
谷
小（
小こ
ば
や
し林
、
山や
ま
し
ろ代
、

　
　
　

溝み
ぞ
が
み上
、
藤ふ
じ
わ
ら原
）

【
女
子
】

１
位　

 

大
井
沢
小
（
荒あ
ら
や谷
、

吉よ
し
お
か岡
、
佐さ
と
う藤
、
久く

め米
）

２
位　

 

御
所
ケ
丘
小
（
小こ
す
げ菅
、

松ま
つ
も
と本
、
谷た
に
む
ら村
、
村む
ら
か
み上
）

３
位　

 

松
前
台
小
（
佐さ
と
う藤
、

斉さ
い
と
う藤
、
鈴す
ず
き木
、
高た
か
し
ま嶋
）

　

80
ｍ
ハ
ー
ド
ル

小
学
校
陸
上
競
技
会

↓
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▼開催日時　８/６･ 13 ･ 20、９/３の土曜日
　　　　　　開演：午後６時

▼会　　場　市役所中庭（13 日と雨天時は庁舎
　　　　　　内ロビー）
※入場無料（お気軽にお出掛けください）

▼主　　催　 夕べのコンサート実行委員会
　　　　　　守谷市教育委員会

▼問 合 先　 市役所生涯学習課生涯学習G
　　　　　　内線 278

夕夕べのコンサート～市役所中庭が音楽の広場～夕べのコンサート～市役所中庭が音楽の広場～夕べのコンサート～市役所中庭が音楽の広場～
真夏の夕べ　素敵なひととき真夏の夕べ　素敵なひととき

下記の日程で午後６時から市役所中庭において「夕べのコンサート」を開催します。
このコンサートは、市内のアマチュアとプロの演奏家が同じ舞台で演奏を繰り広げるコンサートで
す。ぜひご来場ください。

▼出演団体　
８/６　 もりや児童合唱団、カトレア、ジュニア

アンサンブルもりや、Song in 守谷、も
りの笛、Dolce、横瀬公子（歌唱）

８/13　 グループ和
かず ね
音、オカリーナ風の音

ね
、口

こうきん
琴

クラブ、喜
きしゅうかい
舟会、舟

しゅうどうかい
童会、貴

きしょうかい
聳会、谷

たにもと

本
恵
え み こ
美子（民謡）

８/20　 みずき野大正琴クラブ、コールリリー
ズ、守谷ギターアンサンブル、音の泉、
ウインドアンサンブル守谷、HONEY 
BUTTERFLY（沖縄音楽）

９/３　 守谷輝
き
風
ふう
会
かい
、ハーモニー松ケ丘、守谷ア

ンサンブルオーケストラ、守谷混声ハー
モニー、守谷ファンキーブラス、倉

くらさわ

沢大
だい

樹
じゅ

＆小
こ

牧
まき

蘭
らん

（エレクトーン＆シャンソン）

▼期　　日　８月 11 日（木）・12 日（金）

▼会　　場　中央公民館　ホール

▼上映予定映画・ビデオ及び時間　　
　【11日】シャーク・テイル（90分）
　　　　　１回目　開場  9：30  上映 10：00 ～
　　　　　２回目　開場 12：00  上映 12：30 ～
　　　　　３回目　開場 14：30  上映 15：00 ～
　【12日】常総広域視聴覚ライブラリー所蔵ビデオ
　　　　　火垂るの墓（88分）
　　　　　１回目　開場   9：30  上映 10：00 ～
　　　　　２回目　開場 13：00  上映 13：30 ～

▼対　　象　 市内在住の方（各回とも定員 400 名、
超過の場合は入場できませんので、
ご了承ください）

▼問 合 先　中央公民館　☎ 48-6731

▼入場方法　８/11入場希望の方は、７月31日（日）
　　　　　　 午前10時から下記の窓口で配布（1人

2枚まで）の入場整理券を、ご持参
ください

中央公民館［各回 130 枚］・郷州公民館［各回 90 枚］
高野公民館［各回90枚］・北守谷公民館［各回90枚］
※ ８/12 は、先着順にて入場（入場整理券は必要
ありません）

夏夏休み子ども映画まつり夏休み子ども映画まつり
中央公民

館
中央公民

館 入場
無料
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 実　施　日 内　　　　　　容
 ８/11 （木） 教室説明と箏曲（琴）の歴史ほか
 ８/18 （木） 楽器の扱い方について
 ８/25 （木） 楽譜についての基礎知識
 10/ ２ （日） いろいろな奏法を知ろう
 10/16（日） イメージを音にしよう
 11/19 （土） 演奏の礼儀作法を身に付けよう
 11/23 （祝） 芸術祭参加（心をこめて演奏しよう）
 12/ ４ （日） 筝曲（琴）の知識を深めよう
 12/18 （日） 演奏マラソンに挑戦しよう
 １/15 （日） 新年を迎えるおめでたい曲
 １/29 （日） 物語りを演奏しよう
 ２/12 （日） 心はずむ合奏を楽しもう
 ２/26 （日） コンサートの準備をしよう
 ３/12 （日） ミニ発表会（ご家族に聴いてもらおう）

　「伝統文化こども教室」は、財団法人伝統文化活性化国民協会が、文化庁から委嘱を受けて、募集・
実施する事業で、今年度、下記のとおり、市内２団体運営の２事業が採択されました。子どもたちが
日本の伝統、文化に対する関心や理解を深めることなどを目的に、日本の伝統的な文化を体験、修得
する機会を提供する事業です。みんなで楽しく学ぶ教室です。お気軽に、ぜひお申込ください。

▼期　　間　８月20日（土）～平成18年３月25日（土）
　　　　　　全15回　午前10時～正午

▼会　　場　中央公民館

▼対　　象　市内在住の小学３～６年生

▼募集人数　20 名（超過の場合抽選）

▼費　　用　500 円 / 回（花材費）

▼申込方法　往復はがきに、住所・氏名・学年・
電話番号・教室名を記入の上、申し込む

▼申込締切り　７月 25 日（月）必着

▼運営団体　守谷華道会

▼ 申込・問合先　 霜
し も た
多俊

と し え
恵　〒 302-0109 守谷市本町

374-4　☎ 090-6659-7781

▼ カリキュラム（予定）

▼期　　間　８月11日（木）～平成18年３月12日（日）
全 14 回　午前９時 30 分～午後０時
30 分（8/18 と 11/19 は午後２時～
４時 30 分、11/23 は時間未定）

▼会　　場　中央公民館

▼対　　象　市内在住の小学４年生～中学２年生

▼募集人数　12 名（超過の場合抽選）
▼費　　用　無料（教室の時、琴は無料でお貸しします）

▼申込方法　往復はがきに、住所・氏名・学年・
電話番号・教室名を記入の上、申し込む

▼申込締切り　７月 25 日（月）必着

▼運営団体　守谷市文化協会

▼ 申込・問合先　樋
ひ

口
ぐち

身
み

知
ち

子
こ

　〒 302-0115 守谷市守
谷甲 2311-1　☎ 46-2268

※留守の場合は、メッセージをお入れください

▼ カリキュラム（予定）

いけばなこども教室 お琴こども教室

　

こ
れ
か
ら
古
文
書
を
学
ん
で
み
よ
う

と
思
っ
て
い
る
方
、
一
緒
に
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。
先
人
た
ち
が
残
し
た
貴
重

な
記
録
を
じ
か
に
読
み
、
先
人
た
ち
の

生
き
方
や
暮
ら
し
、
文
化
に
触
れ
て
み

ま
し
ょ
う
。

▼ 

内
容　

市
内
又
は
市
外
に
あ
る
古
文

書
（
複
写
）
を
読
む

▼ 

日
時　

８
月
６・27
日
、９
月
３・17
日
、

10
月
１
・
15
日
、
11
月
５
・
26
日
の

土
曜
日
（
全
８
回
）
午
後
２
時
〜
４
時

▼
会
場　

中
央
公
民
館
又
は
市
役
所
ほ
か

▼
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

▼
募
集
人
数　

20
名（
超
過
の
場
合
抽
選
）

▼ 

講
師　

筑
波
大
学
第
一
学
群　

教
授

　

 

山や
ま
も
と本
隆た
か
し志
氏
ほ
か
筑
波
大
学
教
員

▼
費
用　

無
料

▼ 

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
・
年
代
・
電
話
番
号
・
講
座
名
を

記
入
の
上
、
申
し
込
む

▼
申
込
締
切
り　

７
月
28
日（
木
）
必
着

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
生
涯
学
習
課

　

生
涯
学
習
Ｇ　

〒
３
０
２
―
０
１
９
８

　

守
谷
市
大
柏
９
５
０
―
１　

内
線

２
７
７

伝統文化 伝統文化 子ども教室参加者募集！子ども教室参加者募集！子ども教室参加者募集！
日本の文化を学ぼうよ！

 実　施　日 内　　　　　　容

 ８/20   （土）  いけばなの歴史・花をいける心につい
   て（お話と実技）
 ９/ ３ （土） 花型を学ぶ（盛る形）
 ９/17 （土） 秋の花材を使って（盛る形）
 10/ １ （土） 野の花を生けてみよう（自由花）
 10/22 （土） 環境に合わせて（自由花）
 11/12 （土） 色々な花器に生けてみよう
 11/26 （土） 投げ入れる形（投げ入）
 12/ ３ （土） クリスマス用の花（盛花）
 12/17 （土） 正月用の花（盛花）
 １/ ７ （土） 異質素材を使って（自由花）
 １/21 （土） 異質素材を使って（自由花）
 ２/11 （土） 桃の花を使って（盛花）
 ２/25 （土） 発表会の準備をしよう
 ３/18 （土） ミニ発表会
 ３/25 （土） 教室を振り返って

古
文
書
解
読
講
座

古
文
書
解
読
講
座

募 

集
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～笑いで楽しいひととき！～
　落語や手品などの演芸を観て、楽しみましょう。
見たあとは、体も心もさわやかになりますよ。
皆さんお誘い合わせの上、お越しください。

▼日　　時　９月４日（日）
　　　　　　開場：午後０時 30 分
　　　　　　開演：午後１時 30 分
　　　　　　（公演時間 90 分予定） 

▼会　　場　中央公民館ホール

▼出　　演　立
たてかわだんのすけ
川談之助ほか

▼対　　象　市内在住・在勤の方
　　　　　　（年齢制限はありません）

▼ 入場整理券　 ８月７日（日）午前 10 時から下記
窓口で入場整理券を配布します（1
人 2枚まで）。入場整理券は、お子
様も必要です

　中央公民館（160 枚）郷州公民館（80 枚）
　高野公民館（80 枚）北守谷公民館（80 枚）

▼主　　催　守谷市教育委員会

▼ 問い合わせ先　市役所生涯学習課生涯学習Ｇ
　　　　　　内線 277

▼入 場 料　当日徴収、18 歳以上 1000 円、
　　　　　　18 歳未満 500 円、未就学児無料

▼入場方法　当日、入場整理券と入場料を釣
　　　　　　銭のないようにお持ち下さい
【出演者】

　立
たてかわだんのすけ

川談之助（落語）
　昭和 49 年に立川談志に入門。
　平成４年に真打昇進。
　マギー隆

たかし

司（マジック）
　　 昭和 58 年マギー司郎に師事する。日本奇
術協会会員。

　 ほかに、一
かず や
矢（相撲漫談）、くれない組（女

流コント）の出演を予定。
※出演者は変更になる場合があります

　
　
　

泳
ぎ
に
自
信
は
な
い
け
ど
、
少
し
で
も

泳
げ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
る

方
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

８
月
８
日
（
月
）
〜
11
日
（
木
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
会
場　

常
総
運
動
公
園　

室
内
温
水
プ

ー
ル

▼
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方
（
小
学

校
４
年
生
以
上
で
身
長
１
３
０
㎝
以
上
）

　

40
名
（
超
過
の
場
合
抽
選
）

▼
講
師　

仁に

っ

た田
栄さ

か
え

氏
（
守
谷
市
体
育
指

導
委
員
）、
村む

ら
や
ま山

よ
し
み
氏
（
守
谷
市

体
育
指
導
委
員
）

▼
目
標　

25
ｍ
完
泳

▼ 

参
加
費　

１
０
０
０
円
（
教
室
初
日
に

会
場
で
徴
収
）

▼
準
備
品　

水
着
・
タ
オ
ル
・
ロ
ッ
カ
ー

代
（
１
回
１
０
０
円
）
※
水
泳
帽
は
主

催
者
側
で
用
意

▼
申
込
方
法　

電
話
、又
は
直
接
申
し
込
む

▼
申
込
締
切
り　

７
月
27
日（
水
）午
後
５
時

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
生
涯
学
習
課

ス
ポ
ー
ツ
Ｇ　

内
線
２
７
２

▼
期
日　

10
月
３
日
（
月
）

▼
会
場　

常
陽
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

▼
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方
１
８
０
名

▼ 

参
加
費　

４
０
０
０
円
（
プ
レ
ー
費
・

キ
ャ
デ
ィ
ー
費・食
事
代
は
含
み
ま
せ
ん
）

※
当
日
の
プ
レ
ー
費
は
、
１
万
１
５
０
０

円
（
利
用
税
込
、
消
費
税
・
食
事
代
は

含
み
ま
せ
ん
）

▼
申
込
方
法　

申
込
用
紙
（
市
役
所
生
涯

学
習
課
、
中
央
・
郷
州
・
高
野
・
北
守

谷
の
各
公
民
館
、
中
央
図
書
館
、
文
化

会
館
、仲
町
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

市
内
金
融
機
関
、
イ
ナ
バ
ゴ
ル
フ
、
フ

ァ
ミ
リ
ー
ゴ
ル
フ
に
用
意
）
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
受
付
日
に
参
加
費
を
添

え
て
申
し
込
む

▼
受
付
日　

８
月
21
日
（
日
）
午
前
８
時

30
分
か
ら
市
役
所
大
会
議
室
で
受
付

▼
そ
の
他　

グ
ロ
ス
上
位
者
は
、
県
ア
マ

チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
連
盟
主
催
競
技
の
参
加

資
格
を
得
る

▼
問
合
先　

市
役
所
生
涯
学
習
課
内
「
守

谷
市
体
育
協
会
ゴ
ル
フ
部
事
務
局
」　

内
線
２
７
２

守
谷
市
体
育
協
会
ラ
グ
ビ
ー
部
で
は
、

ジ
ュ
ニ
ア
世
代
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

自
由
な
大
空
の
も
と
で
ラ
グ
ビ
ー
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
り

す
る
こ
と
に
自
信
の
な
い
子
、
人
前
で
話

し
た
り
す
る
こ
と
が
苦
手
な
子
、
強
い
子

も
弱
い
子
も
、
そ
し
て
女
の
子
も
、
広
い

芝
生
の
ジ
ュ
ー
タ
ン
で
み
ん
な
ラ
グ
ビ
ー

初
心
者
水
泳
教
室

　
　
　

参
加
者
募
集
！

第
31
回
市
民
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
募
集
！

守
谷
市
体
育
協
会

常
総
ジ
ュ
ニ
ア
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
員
募
集

もりやふれあい寄席もりやふれあい寄席



を
し
ま
し
ょ
う
。

▼ 
練
習
日
時　

第
２･

４
土
曜
日
、
第
１･

３･
５
日
曜
日　

午
前
９
時
〜
正
午

▼
場
所　

前
川
製
作
所
ラ
グ
ビ
ー
場

▼
会
費　

１
万
円
／
年

▼ 

申
込
方
法　

ラ
グ
ビ
ー
場
へ
直
接
、
又

は
電
話
で
申
し
込
む

▼ 

申
込
・
問
合
先　

山
根　

☎
48
―
０
０

　

８
６

▼
内
容
・
講
師

● 

８
／
25
「
正
し
く
知
ろ
う
！
預
金
保
険

制
度
（
ペ
イ
オ
フ
）」

　

 　

預
金
制
度
の
歴
史
、
現
在
の
預
金
制

度
の
し
く
み
、
ペ
イ
オ
フ
な
ど
に
つ
い

て
学
ぶ
（
個
人
向
け
）

● 

講
師　

関
東
財
務
局
水
戸
財
務
事
務
所

職
員

● 

９
／
22
・
29
「
い
ま
ど
き
の
お
墓
事
情

〜
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
〜
」

　

 　

近
頃
の
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
た
、
お

墓
や
葬
儀
の
様
々
あ
り
方
や
お
墓
の
相

続
、
遺
言
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ

● 

講
師　

 

長な
が
え
よ
う
こ

江
曜
子
氏
（
聖
徳
大
学
短

期
大
学
部
総
合
文
化
学
科
教
授
）

▼ 

日
時　

８
月
25
日
、
９
月
22
日
・
29
日

の
木
曜
日
（
全
３
回
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

▼
会
場　

中
央
公
民
館
２
階
講
座
室

▼
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
成
人

▼
募
集
人
数　

30
名（
超
過
の
場
合
抽
選
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
方
法　

電
話
又
は
直
接
申
し
込
む

▼ 

申
込
締
切
り　

８
月
１
日（
月
）午
後
５
時

▼ 

申
込
・
問
合
先　

市
役
所
生
涯
学
習
課

公
民
館
Ｇ　

内
線
２
７
３

▼ 

内
容　

星
座
の
紹
介
、
実
際
に
観
る
機

会
の
少
な
い
星
雲
・
星
団
を
天
体
望
遠

鏡
で
観
測

※ 
悪
天
候
時
は
、
ス
ラ
イ
ド
な
ど
に
よ
る

屋
内
で
の
学
習
に
な
り
ま
す

▼ 

日
時　

８
月
27
日
（
土
）　

午
後
７
時

〜
９
時

▼
会
場　

中
央
公
民
館

▼ 

対
象　

市
内
在
住
の
小
・
中
学
生
と
保

護
者

▼
募
集
人
数　

20
名（
超
過
の
場
合
抽
選
）

▼ 

講
師　

長は
せ
が
わ
ひ
さ
や

谷
川
久
也
氏
（
星
天
の
会
）、

星
天
の
会
会
員

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
方
法　

電
話
又
は
直
接
申
し
込
む

▼ 

申
込
締
切
り　

８
月
１
日
（
月
）
午
後
５
時

▼ 

申
込
・
問
合
先　

市
役
所
生
涯
学
習
課

公
民
館
Ｇ　

内
線
２
７
３

▼
日
時
・
内
容

▼ 

会
場　

郷
州
公
民
館
（
10
／
23
は
常
総

運
動
公
園
）

▼ 
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生
と
保
護
者

15
組
（
超
過
の
場
合
抽
選
）

▼
費
用　

実
費
負
担
有

▼ 

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
・
年
代
・
電
話
番
号
・
教
室
名
を
記

入
の
上
、
申
し
込
む

21 広報もりや2005.7.10

▼
申
込
締
切
り　

７
月
28
日
（
木
）
必
着

▼
申
込
・
問
合
先　

郷
州
公
民
館　

〒
３

　

０
２
―
０
１
２
１　

守
谷
市
み
ず
き
野

　

５
―
３
―
３　

☎
48
―
６
７
１
１　

▼ 

内
容　

囲
碁
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
や
技

術
を
学
ぶ

▼
日
時　

８
月
20
日
（
土
）、
27
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
会
場　

郷
州
公
民
館　

会
議
室

▼
対
象　

市
内
在
住
の
中
学
生
、
高
校
生

▼
募
集
人
数　

10
名（
超
過
の
場
合
抽
選
）

▼
講
師　

み
ず
き
野
囲
碁
ク
ラ
ブ
会
員

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
方
法　

電
話
又
は
直
接
申
し
込
む

▼ 

申
込
締
切
り　

８
月
10
日
（
水
）
午
後
５
時

▼ 

申
込
・
問
合
先　

郷
州
公
民
館　

☎
48

―
６
７
１
１

　　 日　　時 　　　　　　内　　　　　　　　容
８月 21 日（日）
9：00 ～ 16：00

10 月 23 日（日）
10：00 ～正　午

11 月 27 日（日）
10：00 ～ 15：00

12 月 10 日（土）
10：00 ～ 15：00

・あしの文化を学ぶ
・あしの「インテリアすだれ」づくり

・スポーツフェステバルに参加しよう
　（１日楽しい汗を流す）

・竹馬づくり

・自分で刈り取ったあしを利用し、
　「インテリアすだれ」を作製
　（公民館まつり作品展示用）

参
加
者
募
集
！ 

中
央
公
民
館

た
め
に
な
る
成
人
教
室

                                        （
生
活
編
）

 

親
子
夏
の
星
空
を
見
る
会

  

〜 

天
体
望
遠
鏡
で
、
夏
の
星
雲
・
星
団

を
観
て
み
よ
う
！
〜

中
・
高
生
の

「
は
じ
め
て
の
囲
碁
教
室
」

〜 

奥
深
い
お
も
し
ろ
さ
で
囲
碁
の
魅
力

に
は
ま
る
か
も
！
〜

郷
州
公
民
館
運
営
協
力
員
企
画
・
運
営
事
業

青
少
年
自
然
工
房
教
室

自
然
の
素
材
を
使
っ
て
も
の
づ
く
り
に

挑
戦
し
よ
う
！
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定期使用サークルの活動を体験してみませんか。皆さん、お待ちしています。

▼内　容　①竹とんぼ・紙飛行機作り
               （参加費 200 円）

　②パウンドケーキ作り（参加費 200 円）

▼日　時　８月４日（木）午前９時 30 分～正午

▼会　場　高野公民館

▼対　象　けやき台中学校通学区域在住の小・中学生
　　　　　（①小学３年生以上、②小学１年生以上）

▼ 募集人数　各 20 名（超過の場合抽選）

▼講　師　①榎
えのもと

本勝
か つ お

男氏、渡
わたなべ

邉雄
ゆういち

一氏
　　　　　②吉

よし

田
だ ひ さ こ

久子氏

▼持ち物　①あて布、カッター②三角きん、エプ
ロン、ふきん

▼ 申込方法　電話、又は直接申し込む

▼ 申込締切り　７月 26 日（火）午後５時

▼ 申込・問合先　高野公民館　☎ 45-5411

▼内　容　アイデア貯金箱作り（予定）

▼日　時　８月２日（火）午後３時～６時

▼会　場　北守谷公民館

▼対　象　御所ケ丘中学校通学区域在住の小学生

▼ 募集人数　10 名（超過の場合抽選）

▼講　師　西
にしおか

岡静
し ず よ

代氏

▼費　用　500 円程度（材料費）

▼ 申込方法　往復はがきに住所・氏名・学年・電話
　番号・教室名を記入の上申し込む

▼ 申込締切り　７月 28 日（木）

▼ 申込・問合先　北守谷公民館　〒302-0101　守谷市
　　　　　　板戸井 1977-2　☎ 47-0111

高野公民館運営協力員企画・運営事業

　夏休み　夏休み
　子ども体験教室 　子ども体験教室 募集募集

北守谷公民館運営協力員企画・運営事業

キッズアート教室キッズアート教室

北守谷公民館　ふれあいふれあい体験教室
 教室名 実　　施　　日 時　　間 部　屋 実施サークル名 備　　　　考

絵 手 紙

かな習字

細字・写経

ちぎり絵

茶 道

少林寺拳法

９/６～ 11/15
第 1 ･ 3 火曜日　全６回
９/９（金）

９/６～ 11/15
第 1 ･ 3 火曜日　全６回

９/９～ 11/25
第 2 ･ 4 金曜日　全６回

９/14 ～ 11/ ９
第 2 ･ 4 水曜日　全５回

９/17（土）

９/６・20（火）

10：00 ～正　午

10：00 ～ 13：00

13：00 ～ 16：00

10：00 ～正　午

13：00 ～ 16：00

18：30 ～ 21：00

会 議 室 １

美術工芸室

会 議 室 2

会 議 室 2

会 議 室 1

和　　　室

多目的ホール

さ く ら

ひ だ ま り

紫 光 会

花 臨 会

かたつむり
の 会

茶友会えん

少林寺拳法

募集４～５名

募集 10 名、教本 1,200
円程度、小筆、墨、硯、
半紙は各自用意
募集 10 名、半紙 500
円程度、小筆、墨、硯
は各自用意

募 集 10 名、 教 材 月
1,000 円程度、おしぼ
り、はさみ、アイスや
ヨーグルトの紙カップ
各自用意
募集 10 名
動きやすい服装、タオル
各自用意

▼申込締切り　８月 20 日（土）

▼申込・問合先　北守谷公民館　☎ 47-0111

▼対　　象　市内在住の成人

▼申込方法　電話、又は直接申し込む
＊公民館定期使用サークルの皆さんへ＊

　市民の皆さんへの体験教室などの自主開催をとおして、公民館のサークル活動で学んだ知識や技術を
活かしてみませんか。活動日を利用して、市民対象の「サークル体験教室」を開催してみようと考えて
いるサークルの皆さん、広報もりや「生涯学習コーナー」の掲載などについて、お早めにお問合せください。
（紙面の都合などにより、掲載時期や内容など、ご希望に沿えない場合があります。）

▼問合先　市役所生涯学習課公民館Ｇ　内線 273
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　中央公民館駐車場は、中央公民館及び土塔中
央保育所の利用目的以外の駐車を禁止しています。
　駐車場の開放時間は、中央公民館と土塔中央
保育所が開館・開所している時間帯となります。
　８月 15 日（月）から、閉館・閉所時には、車
止めにより駐車場を閉鎖します。閉鎖後、車の
出入りはできなくなりますのでご注意ください。
　また、バイク・自転車などの方も閉鎖時の車
止めにご注意ください。
　なお、中央公民館及び土塔中央保育所の利用
目的以外で駐車場を使用しようとする場合は、
事前に中央公民館へ必ずお問合せください。

※ ８月 10 日（水）まで駐車場車止設置工事を
行ないます。工事中ご利用の方には駐車場の
出入りなどで、ご迷惑をお掛けしますが、ご
理解とご協力をお願いします。

●問合先　 中央公民館　☎ 48-6731（平日の午
前９時から午後５時までにお願いしま
す。）

中央公民館からお知らせ

▼内　　容　①かぼちゃとアップルパイ作り
　　②シーチキンでグラタン作り

▼日　　時　 ８月２日（火）午前９時 30 分～午後
２時

▼会　　場　保健センター　栄養指導室

▼対　　象　 守谷小学校及び黒内小学校通学区域
在住の方（性別・年齢を問いません。
男性の方やお子様も、ご参加ください）

※定員に満たない場合は、他区域の方も受け入れ
▼募集人数　30 名（超過の場合抽選）

▼講　　師　成
なるしま

島久
ひ さ え

江氏
▼費　　用　500 円（材料費）

▼持 ち 物　エプロン、三角きん

▼申込方法　電話、又は直接申し込む

▼申込締切り　７月 26 日（火）午後５時

▼ 申込・問合先　中央公民館　☎ 48-6731

守谷地区公民館

楽しい・美味しい・ヘルシー楽しい・美味しい・ヘルシー
料理教室　募集料理教室　募集

～冷凍食材で作る簡単メニュー～

 事　業　名 日　　時 対　　象 内　　　容 場　　　所

料理教室（上記
に募集記事有）
ふれあい
移動体験教室

芸術文化学習会

人生講座

「野鳥観察・里
山散策」教室

歴史講座

８/２（火）
9：30 ～ 14：00
10 月１日（土）
8：30 ～ 17：00

11 月から２月
8：30 ～ 17：00

11 月中旬
13：30～ 15：00

平成 18 年１月
9：30 ～ 14：00

平成 18 年２月
13：30～ 15：00

30 名（性別・
年齢不問）
青少年及び
保護者 40 名

成人 40 名

熟年者

成人 25 名（お
子様連れも可）

成人

楽しい・美味しい・ヘルシー
料理
手づくり体験を目的とした
移動教室

芸術鑑賞（１日移動教室）

笑いと健康に関する講話

市内自然観察会

やさしい守谷の歴史（初心
者対象）

保健センター

稲敷市
ポティロンの森

東京都

保健センター

守谷城址公園付近
   

保健センター

※ この事業は、守谷小学校及び黒内小学校通学区
域在住の方が対象です

▼問合先　中央公民館　☎ 48-6731

※ 上記の事業予定は、変更になる場合があります。
募集等の詳細については、今後の広報もりや又
は回覧等にてお知らせします

～守谷地区公民館運営協力員の皆様の企画運営により実施される生涯学習推進事業です～



● 郷州・高野・北守谷公民館では、月曜日から金
曜日の午前８時30分から午後５時まで諸証明の
発行を行っています（第３月曜日及び祝日は除く）

※中央公民館 ☎48-6731　　　45-8003
※郷州公民館 ☎48-6711　　　46-0310
※高野公民館 ☎45-5411　　　20-6311
※北守谷公民館 ☎47-0111　　　47-0112
※もりや学びの里  ☎48-0525（利用受付：市役所く

らしの支援課  内線134）

● 学びの里は、9月から月曜日が祝日にあたる場合は、
その月曜日は開館し、翌日を休館とします。

俳　
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 項　目 内　　　　　容  項　目 内　　　　　容

午前９時～午後９時（公民館は、午後
５時以降使用予定のない日は、午後５
時閉館。学びの里は、午後７時以降使
用予定のない日は、午後７時閉館）

公民館は、毎月第３月曜日。そのほか
８月13・14・16日は、午後５時以降の
み臨時休館となります。学びの里は、
毎週月曜日。両館とも年末年始。その
ほか臨時休館する場合があります。
公民館各部屋･･･使用日の２か月前～
※午後５時以降のご利用は、２日前
（土・日曜日・祝日・休館日にあたる場
合は、直前の業務日）までに使用許可
を受けてください）
中央公民館ホール･･･市内団体は、使用
日の４か月前～
（申請は準備の都合上お早めにお願いします）
学びの里各部屋･･･使用日の２か月前～
（当日受付は、平日のみ。土・日・祝
日及び午後７時以降のご利用は３日前、
宿泊でのご利用は５日前までに使用許
可を受けてください）

開館時間

休 館 日

使用許可
申請受付

午前９時30分～午後４時30分
公民館の
図 書 室
開室時間

公民館の
図 書 室
休 室 日

毎週月曜日以外に、７月は19・29日で
す。８月は、毎週月曜日以外に８月31
日が休室となります



ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

各
公
民
館
定
期
使
用
サ
ー
ク
ル
除
草
作
業

　もうすぐ楽しい夏休み。今年も図書館では、恒
例の映画会を行います。入場は無料です。皆さん
ぜひ観に来てくださいね。

▼日　　時　７月 28 日（木）　午後２時～３時

▼会　　場　中央図書館　３階　視聴覚室

▼定　　員　60 名（当日先着順）

▼上映作品　●日本のおとぎばなし
　　　　　　　　～一休さん～
　　　　　　●ムーミン
　　　　　　　　～落ちてきた星の子～
　　　　　　●ドナルドダックとゆかいなペンギン

※座布団などのご用意をお勧めします

としょかんへいこう！
◆資料の検索はホームページから（パスワード登録で予約も可能）　　　　　　　　
パソコンhttp://www.lib.moriya.ibaraki.jp　　　携帯電話http://mobile.lib.moriya.ibaraki.jp/

７月の児童テーマ棚
「 およぐ 」

 書　　　　　　　名 著者名 出版社 所蔵館 ジャンル

７・８月の休館日 … 毎週月曜日、7/19（火）、7/29（金）、8/31（水）

新しく入った本

 姓名の暗号 樹門　幸宰 幻冬舎 図・郷 姓名判断
 わたしの中の阿修羅 ひろ　さちや 佼成出版社 図 仏教

 なぜ、その子供は腕のない絵を描いたか 藤原　智美 祥伝社 郷 児童心理学

 千葉麗子のスタイリッシュヨーガバイブル 千葉　麗子 学研 北 ヨガ

 ともだちいっぱい 工藤　直子 文渓堂 図 絵本（児童）

※詳しくは各館に備え付けの新着資料リストをご覧ください

所蔵館の説明　図：中央図書館　郷：郷州公民館　北：北守谷公民館

　流れ星のおはなしを
聞いて夜空を眺めてい
たムーミンは、空から
星の子が降ってくるの
を発見しました。さっ
そく捜し出して家に連
れ帰りますが、星の子
は泣いてばかり。驚い
たことにその涙はどれ
も美しい星の粒なので
す。ムーミン谷のみんなが大騒ぎする中で、
ムーミンはなんとか星の子を空に帰してあげ
ようとします。

中
央
公
民
館

高
野
公
民
館

北
守
谷
公
民
館

夏休みこども映画会

25 広報もりや2005.7.10

　

各
公
民
館
で
は
、
定
期
使
用
サ
ー
ク
ル

の
皆
さ
ん
に
よ
る
敷
地
内
除
草
作
業
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
ご
ろ
利
用
す
る
公
民
館
を
き
れ
い
に

し
よ
う
と
、
秋
ま
で
に
数
回
行
わ
れ
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ムーミン　落ちてきた星の子
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もりや夢の舞と響（６／５　中央公民館)

“舞と響”で感じる芸術文化
 「もりや夢の舞と響」は、日本の伝統文化や音楽
文化に身近に触れられる演奏会で、市文化協会と
市教育委員会共催により開催されている。
　舞踊・民謡・尺八・筝

そうきょく

曲という日本の伝統芸能
と、声楽・ギターといった西洋音楽など、幅広い
ジャンルのすばらしい公演が、会場に訪れた聴衆
を魅了した。

環境美化の日（６／５　市内）

地域のみんなで　まちをきれいに
　自分たちの手で、自分たちの住むまちをきれい
にしようと、自治会や町内会が自主的に美化活動
を行う環境美化の日。
　道路や公園に捨てられた空き缶やごみなどは、
地域の方々の協力によりきれいに拾い集められた
（写真は左近町内会）。

水道週間（６／１～７　上下水道事務所）

水を大切にしよう
　水道の大切さを理解してもらうため、水道週間
に合わせて、市内小学校の上下水道事務所見学会
が実施された（写真は郷州小学校）。
　子どもたちは職員の説明を一生懸命メモしなが
ら、濾

ろ か

過池やタンクなど見学した。
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子育て広場まなびの里オープン式

（６／24　もりや学びの里)

一緒に子育てを楽しもう!
　子育て中の親子が気軽に集って交流し、育児の
相談ができる場として、市内９か所目となる子育
て広場まなびの里がオープンした。
【開設日時】毎週火～金曜日　10：00～15：00
【場　　所】もりや学びの里　子ども室・和室
【活動内容】 子育て親子の交流・集いの場／子育ての

相談・援助／地域の子育て関連情報の提
供など

元気わくわくスポーツ大会

（６／９　常総運動公園）

元気！ 健康！  楽しくプレー
　明るく活力のある長寿社会を目指して、毎年開
催されている元気わくわくスポーツ大会。
　会場では、グラウンドゴルフやゲートボール、
ペタンク、輪投げの４種目が行われ、いずれの種
目も参加者の元気なプレーで盛り上がった。

▲出前サロン坂町（坂町公民館）

グリーリー市高校生が来市（６／17　市役所）

交流を通じて 理解を深める
　平成５年８月、姉妹都市提携の調印をしたアメ
リカ・コロラド州グリーリー市の高校生10名と引
率者２名が、市内12家庭で６泊７日のホームステ
イを体験。
　市民との心温まる交流の中で生まれた互いの文
化・価値観への理解は、今後の国際交流活動や姉
妹都市交流に役立つことでしょう。

市民バレーボール大会（６／26 常総運動公園）

みんなの力をコートに集中！
　市内在住・在勤の方で構成された20チームが参
加し、熱戦が繰り広げられた市民バレーボール大
会。どのチームも、練習の成果とチームワークを
発揮し、勝利目指して一球一球に集中。
　トーナメント戦を勝ち抜き、見事優勝に輝いた
チームは「rainbow」。おめでとうございます。
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　男にしておくのはもったい
ない！？　今だけ今だけ(^_-)

P.N　ハッチさん
　　　（けやき台５）

　ゴハンが来る間、この格好
で待ってました（笑）モリモ
リ食べて、元気にスクスク
育ってね！！

P.N　悠パパママさん
　　　（美園３）
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へ
の
花
植
え
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
11
月
に
は
こ
の
活
動
が

認
め
ら
れ
、
大
好
き
い
ば
ら
き

県
民
会
議
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動

定
着
化
促
進
事
業
」
の
優
秀
花

壇
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

 

こ
の
街
路
は
、
沿
道
の
方
々

に
よ
る
水
や
り
な
ど
の
支
援
を

受
け
な
が
ら
、
通
り
を
行
き
交

う
地
域
の
人
々
に
、
と
て
も
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。　

 （株）常陽銀行が、創立70周年記
念事業のひとつとして、県内の小
学１年生全員へ防犯ブザーを寄贈。
児童一人ひとりの防犯のため、市
内の小学１年生555名にも配られ
ました。
　また、来年以降も寄贈される予
定です。

小学1年生全員に

防犯ブザーが寄贈されました

▶ 

市
長
へ
防
犯
ブ
ザ
ー

を
寄
贈
す
る（
株
）常

銀
守
谷
支
店
長
（
写

真
左
）

●
へ
ぇ
〜
ん
し
〜
ん

●
あ
ら
よ
っ
っ
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大
竹
市
は
、
広
島
県
の
西
端

に
位
置
し
、
古
く
は
古
代
山

陽
道
安
芸
の
国
の
終
点
で
、
交

通
の
要
所
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

現
在
は
、
パ
ル
プ
や
化
学
繊
維
、

石
油
化
学
な
ど
の
企
業
に
よ
る

瀬
戸
内
海
臨
海
工
業
地
帯
を
形

成
し
て
い
ま
す
。
海
岸
線
近
く

ま
で
迫
っ
た
山
肌
。
そ
の
海
岸

線
に
立
ち
並
ぶ
銀
色
に
輝
く
プ

ラ
ン
ト
郡
。
自
然
と
人
工
が
融

和
し
た
街
。

　

ま
た
、
小
瀬
川
の
清
流
を
利

用
し
て
、
江
戸
時
代
か
ら
手
す

き
和
紙
が
生
産
さ
れ
、
今
な
お

そ
の
伝
統
を
受
け
継
い
で
、
ふ

す
ま
紙
や
障
子
紙
な
ど
が
作
ら

れ
て
い
ま
す
。
手
す
き
和
紙
の

上
に
丁
寧
に
手
描
き
さ
れ
た

「
手
描
き
こ
い
の
ぼ
り
」
は
、

風
に
乗
っ
て
バ
サ
バ
サ
と
独
特

の
音
を
立
て
、
力
強
く
泳
ぎ
ま
す
。

　

対
岸
に
見
え
る
の
は
、
世
界

遺
産
の
宮
島（
正
式
に
は
厳
島
）。

ま
ず
目
に
入
る
の
が
、
海
の
中

に
堂
々
と
立
つ
、
観
光
日
本
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
外
国
に
も
広

く
知
ら
れ
て
い
る
厳
島
神
社
の

朱
丹
の
大
鳥
居
で
す
。
高
さ
16

ｍ
、
主
柱
の
周
囲
は
10
ｍ
。
し

か
も
、
一
本
物
の
ク
ス
の
自
然

木
。
腐
り
に
く
い
こ
と
と
、
虫

に
強
い
か
ら
と
い
う
こ
と
。

　

さ
ら
に
、
海
に
浮
か
ぶ
よ
う

に
寝
殿
造
り
の
粋
を
極
め
た
、

荘
厳
華
麗
な
朱
塗
り
の
厳
島

神
社
。
推
古
天
皇
即
位
元
年

（
５
９
３
年
）に
創
建
、
仁
安
３

年（
１
１
６
８
年
）平
清
盛
に
よ

り
、
現
在
の
よ
う
に
造
営
さ
れ

ま
し
た
。「
厳
し
く
祀
る
」と

い
う
意
味
を
込
め
て
、
厳
島
神

社
は
建
て
ら
れ
た
そ
う
で
す
が
、

実
は
、
海
の
神
の
名
の
下
に
建

て
た
清
盛
の
別
荘
で
も
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
背
後
に
広

が
る
緑
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
も
、

ま
た
格
別
な
美
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

　

世
界
遺
産
の
広
島
原
爆
ド
ー

ム
、
宮
島
、
錦
帯
橋
（
５
連

ア
ー
チ
の
木
造
橋
、
３
０
０
年

前
創
建
）
、
安
芸
路
巡
り
で
そ

の
時
代
時
代
を
感
じ
て
い
た
だ

け
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

尾
おざき

崎和
かず え

恵さん
（みずき野４）

　永泉寺は現在の並木にあり、南から入る参道並
木には、遠くからも見えるモミの大木やヒノキが
列植されていて、昼間でも薄暗く、並木のトンネ
ルが続いています。
　奥に進むとソメイヨシノの桜並木が続き境内へ。
「ちょっと１人では」と思う瞬間もあるかも。今
は手が加えられていませんが、周辺は里山の名残
があり、のんびりと散策すると心を癒

いや

し、ストレ
スを解消してくれることでしょう。静かなこの環
境が、いつまでも続くことを願わずにはいられま
せん。　　　　　　　　　　　　　（ヴェルデ）

参道並木（野田牛久線の北園西循環バス停）

ふるさと自慢 安芸路  和紙の里「大竹市」
リレーインタビューリレーインタビューリレーインタビュー

おお たけ

▲厳島神社の大鳥居
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■
通
知
方
法

▼
39
歳
以
下
の
方

　

 

個
別
通
知
を
行
い
ま
せ
ん
。

受
診
希
望
の
方
は
、
日
程
表

を
見
て
直
接
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い

▼
40
歳
以
上
の
方

　

 

今
ま
で
ど
お
り
、
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
の
受
診
票
を
８
月
上

旬
に
発
送
し
ま
す
。
通
知
が

来
な
い
方
で
受
診
希
望
の
方

は
、
日
程
表
を
見
て
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い

■
健
診
内
容
・
対
象

　

結
核
予
防
法
の
改
正
に
よ
り
、

結
核
検
診
は
、
結
核
へ
の
リ
ス

ク
が
高
い
65
歳
以
上
の
方
に
実

施
し
ま
す
。

　

肺
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、

今
ま
で
ど
お
り
40
歳
以
上
の
方

に
な
り
ま
す
の
で
、
39
歳
以
下

の
方
の
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
は
な

く
な
り
ま
す
。

▼
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

•
肺
が
ん
検
診　

40
歳
以
上

•
結
核
検
診　
　

65
歳
以
上

▼ 

基
本
（
循
環
器
）
健
康
診
査

（
身
体
計
測
・
尿
検
査
・
血
圧

測
定
・
血
液
検
査
・
眼
底
検

査
・
心
電
図
）　

40
歳
以
上

▼ 

健
康
づ
く
り
健
康
診
査
（
身

体
計
測
・
尿
検
査
・
血
圧
測

定
・
血
液
検
査（
一
部
））　

39
歳
以
下

▼
B
・
C
型
肝
炎
検
査

　

該
当
者
の
み

▼
健
康
づ
く
り
健
康
診
査

　

６
０
０
円

▼ 

基
本
（
循
環
器
）
健
康
診
査

１
２
０
０
円

▼
Ｂ
・
Ｃ
型
肝
炎
検
査

　

８
０
０
円

※ 

年
齢
は
、
平
成
18
年
３
月
31

日
現
在 

■
料
金
（
75
歳
以
上
は
無
料
）

　　  期　　日

８／17（水）～18（木）

８／19（金）

８／22（月）～23（火）
８／24（水）～25（木）

８／26（金）

８／29（月）～31（水）
９／１（木）～２（金）
９／３（土）～５（月）

９／６（火）

９／７（水）～８（木）

９／９（金）

９／12（月）～15（木）

　 受付時間及び会場
　① ９：30～11：00
　②13：15～15：00
①②守谷市役所
①上坪農村集落センター
②向崎農村集落センター
①②中央公民館
①②高野公民館
①高野小学校
②乙子農村集落センター
①②郷州公民館
①②文化会館
①②保健センター
①西板戸井田園都市ｾﾝﾀｰ
②東板戸井農村集落ｾﾝﾀｰ
①②文化会館
①立沢生活改善センター
②大木農村集落センター
①②保健センター

　

健 診 日 程 表

守 谷 市 役 所
〒302-0198　守谷市大柏950-1

 ☎45-1111（代表）
http://www.city.moriya.ibaraki.jp
　　  発行者　守谷市長　 会 田　真 一
　　  編　集　守谷市役所総務部秘書課

７月の納税など

• 固定資産税・都市計画税…２期

粗大ごみ収集日

守谷市の事故発生状況
（６月）

発生件数　　28件
死 者 数　　 0人
負傷者数　　30人

人口と世帯数
平成17年７月１日現在

前月比

  昨年同月人口 52,358人

モバイル！ もりや

携帯電話から市の情報を入手できます
http://www.city.moriya.ibaraki.jp/i

  ◆主な内容◆
•相談窓口案内
•ポケット防災ガイド
•図書館蔵書検索
• 市内循環バス及び高
速バス時刻表
•スポーツ施設予約

２
０
０
５
年
７
月
10
日
発
行　

広
報
も
り
や
第
４
９
３
号

※
こ
の
広
報
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

 申 込 日  収 集 日
 ７/19～７/22 ８/３
 ８/１～８/５ ８/17
 ８/15～８/19 ８/31

世　帯
人　口
　男
　女

18,409戸
53,350人
26,975人
26,375人

（＋28戸）
（＋60人）
（＋10人）
（＋50人）

８月のし尿収集日

結核・肺がん・
基本（循環器）健診
健康づくり健診

今年度から、通知方法・
健診内容・料金が変わります

●問合先　保健センター
　　　　　　48-6000☎

 日 区　　　分
 １ ２ ３ 大井沢地区
 ４ ５ ８ 大野地区
 10 11 12 高野、乙子、南守谷地区
 16 17 － 原、原本町、北園、小山、
 19 22 － 奥山新田、奥山本田、
 24 25 － 辰新田、同地、赤法花


